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非海生カメ類化石の多様性と古気候との関連 1 

 
平山 廉（早稲田大学・国教）2・薗田哲平（福井県立恐竜博）3 

 
 非海生カメ類（爬虫綱；カメ目）の化石は日本国内の白亜紀以降の

陸成層に豊富である。その多様性は時代により大きく変化している。 
 前期白亜紀の手取層群桑島層では４科５属に該当する非海生カメ

類が確認され、最大甲長は約 30 cm である。また上位の北谷層では、

６科７属に該当するカメ類が確認され、最大甲長は約 40 cm である。

さらに、後期白亜紀の久慈層群玉川層では、５科の少なくとも６属

に該当するカメ類が確認され、最大甲長は 60 cm に達する。 
 新生代に入ると、古第三紀漸新世の佐世保層群福井層から４科（少

なくとも６属）が確認され、最大甲長は約 40 cm である。前期中新

世の古浦層（島根県松江市）からは２科２属のカメ類が確認され、そ

の最大甲長は約 35 cm である。鮮新世の津房川層（大分県安心院町）

からは、３科４属のカメ類が報告されており、最大甲長は約 30cm で

ある。中期更新世の下総層群清川層からは、１科２属のカメ類が報

告されており、最大甲長は 33 cm である。 

 現在の東アジアから東南アジアにおける非海生カメ類は以下のよ

うに記録されている。なおスッポン科は最大甲長から割愛した。 
・中国・上海付近（年間平均気温 18℃、年間降水量 1200mm）：３

科７属９種（最大甲長 30 cm） 
・ベトナム・ハノイ付近（年間平均気温 24℃、年間降水量 1760mm）：

4 科 13 属 16 種（最大甲長 30 cm） 
・タイ・バンコク付近（年間平均気温 28℃、年間降水量 1500mm）：

4 科 11 属 15 種（最大甲長 51 cm） 
・マレーシア・クアラルンプール付近（年間平均気温 27℃、年間降

水量 2420mm）：4 科 13 属 16 種（最大甲長 60 cm） 
 以上のように、非海生カメ類の多様性や大きさは、気温や降水量

に強く影響を受けることが伺える。従って、カメ類の化石記録は古

気候を推定する良い示標となることが期待されるが、新第三紀以降

の日本では日本海の成立に伴う島嶼化の影響も考慮する必要がある。 
———————————————————————————— 
1Diversities of fossil non-marine turtles and its relationships with the 
paleoclimate. 
2Ren Hirayama (SILS, Waseda University) and 3Teppei Sonoda (Fukui 
`Prefectural Dinosaur Museum) 
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楢ノ木大学士はどうして白亜紀の海岸で雷竜と出会ったのか 

―明治期後期～昭和期前半の日本における地史学的新情報受容の一事例―1 

佐野晋一（富山大・都市デザイン）2 

 

 宮澤賢治（1896−1933）は大正期～昭和期初期に活躍した詩人・童

話作家である．彼の童話『楢ノ木大学士の野宿』において，楢ノ木

大学士が，野宿中に，夢の中で，白亜紀の海岸で雷竜の群れに出会

うシーンが登場する．雷竜は，竜脚類恐竜 Brontosaurusの学名の意

味に基づく呼称で，北アメリカ大陸ロッキー山脈地域の，後期ジュ

ラ紀のモリソン層から産出する．地質学者という側面もある賢治が，

『楢ノ木大学士の野宿』の中で，白亜紀の恐竜として雷竜を登場さ

せたことについて，作者の意図的な時代の改変，あるいは参照した

書籍の存在（ただし書籍中で雷竜の時代を白亜紀とした根拠は不明

とされている）などが議論されてきた． 

今回，教科書を中心に，明治期から昭和期前半にかけて出版され

た，日本の地史学や古生物学に関連した書籍における，雷竜もしく

はモリソン層の時代論を調査した．最初の古生物学分野の教科書で

ある『化石学教科書』（横山，1895）以降，20世紀初頭にかけては，

雷竜の時代は後期ジュラ紀とされている．『前世界史』（横山，1918）

において初めて白亜紀とする記述が出現し，その後，30年以上にわ

たって，ほぼ全ての書籍中で白亜紀とされていた．1950年頃からジ

ュラ紀という記述が再び見られ始め，『地史学』（下巻：松本ほか，

1953）の出版以降はほぼ一貫してジュラ紀として取り扱われている． 

アメリカにおけるモリソン層の時代論変遷をみると，1911～1916

年の間だけ，白亜紀，もしくはジュラ紀～白亜紀とする論文が多数

出版されている．『前世界史』には白亜紀説への転換についての記述

があり，『地史学講話』（横山，1909）執筆後，1918年以前にモリソ

ン層白亜紀説に接したものと推測される．一方，『地史学』では，近

年のロッキー山脈のジュラ系の層序学的研究の進展に言及している．

『前世界史』と『地史学』におけるモリソン層の時代論は，各々の

執筆時点での，アメリカの最新の研究成果を参照したものであろう．

また，「楢ノ木大学士が白亜紀の海岸で雷竜と出会った」ことは，大

正期に，日本の研究者が最新の地史学的情報の受容に努め，教科書

に独自の記述の追加を始めたことが反映されたものと考えられる． 

———————————————————————————— 
1Acceptance of new information on the topics of historical 

geology in the late Meiji to the early Showa eras of Japan 
2Shin-ichi Sano (Univ. Toyama) 
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ティラノサウルスの歯骨に見られる複雑な血管神経系

河部壮一郎・服部創紀（福井県大／福井恐竜博）

恐竜類の知覚に関する研究は、主に中枢神経系や内耳等の感覚器

の形態に基づき行われてきており、多くの知見が得られている。一

方、末梢神経系に関する研究は少ないものの、骨の内部に見られる

血管神経管からその形態を知ることができ、恐竜類の知覚や運動に

関する新たな情報を提供しうる。特に、三叉神経が主に収まってい

る顎先における血管神経管は、その形態的複雑さが触覚機能などの

知覚に関係していると考えられているため、獣脚類恐竜を含む絶滅

爬虫類においてある程度解析されている。しかし、そのほとんどが

上顎を対象としており、獣脚類の下顎における血管神経管の形態は

十分に明らかにされていない。そこで本研究では，保存状態のよい

ティラノサウルス・レックスの歯骨を記載するとともに、 スキャ

ナを用いて内部の血管神経管形態を解析し、その複雑さをトリケラ

トプス、エドモントサウルス、フクイサウルス、現生ワニ類および

オオトカゲ類のものと比較した。

スキャンの結果、ティラノサウルスの下顎、特に歯骨前方領域

において、血管神経管が複雑に発達していることがわかった。さら

にこの血管神経管は、骨表面に数多く見られる血管神経孔へ抜けて

いることも観察できた。他の獣脚類でも顎の先端に多数の血管神経

孔が見られることから、血管神経管も同様に発達していたと考えら

れる。今回比較に用いたものの中で、このように複雑に発達した血

管神経管が見られたのは、現生ワニ類のみであった。一方で、その

他の恐竜類やオオトカゲ類の血管神経管は分岐の数も少なく、その

形態的複雑さは低いと評価された。

歯骨における血管神経管は、主に三叉神経の第 枝である下顎神

経によって占められていて、その発達の程度はこの領域における触

覚感度の高さを示すと考えられる。本研究から、ティラノサウルス

をはじめ、多くの獣脚類の下顎先端領域において、下顎神経が複雑

に発達していたことが示唆された。このことから、獣脚類の顎先が

鋭敏な感覚のセンサーとして機能していたと考えられる。

———————————————————————————— 
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アノールトカゲにおける近位尾椎の形態とエコモルフの関係 1 

佐野瑞穂（名大・環境）2・藤原慎一（名大博）3 ・河部壮一郎（福

井県大・恐竜研）4 

 

脊椎動物の尾は，四肢の獲得を皮切りに，その生息環境に応じて

様々な機能を発達させてきた．例えば，一部のカメレオン類などは

尾を木で掴むことができる．あるトカゲは走行時に尾をバランサー

として用いる．また，ヤモリの一種は壁面から落下しないために，

尾を壁面に押し付けて，第五の肢のように用いる．しかし，こうし

た尾椎の多様な機能を骨形態から解明する機能形態学的研究は，特

に爬虫類において進んでおらず，古生態の復元に応用できる知見は

得られていない．そこで本研究では，生態的な多様化が著しい現生

アノールトカゲ属に着目し，尾椎の形態と生態の関係について検討

することで，生態の違いが尾椎形態に及ぼす影響を明らかにする．

また，力学的に尾椎形態の違いがどのような動きと関係しているか

検討した． 
南米に生息するアノールトカゲ属の一部は，生息場所や形態や行

動によって，6 つのエコモルフグループに分けられている．本研究

では，エコモルフが明らかにされているアノールトカゲ属 46 種 53

標本の CT 断層画像を用いて，近位尾椎の三次元モデルを作成・計

測をし，多変量解析を行った． 
主成分分析の結果，おおよそ尾椎はエコモルフに応じ，特徴的な

形態を示していることがわかった．特に「樹幹生」エコモルフグル

ープに属する種の尾椎は，系統的位置関係に依らず，尾椎形態が互

いに極めて類似することがわかった．加えて「樹冠生−大型種」エコ

モルフグループに属する種の尾椎は，「樹幹生」エコモルフの尾椎と

大きく形態が異なることがわかった．また，系統を考慮した多変量

分散分析の結果，エコモルフごとに尾椎形態が有意に異なることが

明らかになった．これらを踏まえて，尾を動かす際にかかる力のモ

ーメントを左右する突起構造の形態から，それぞれのエコモルフに

属する種の尾の動きを推定した．その結果，形態から推定された尾

の動きと生態から考えられる尾の動きはおおよそ整合的であった． 
——————————————————————————— 
1Relationship between morphology of proximal caudal vertebrae 

and ecomorph of anoles 
2Mizuho Sano (Nagoya Univ.), 3Shin-ichi Fujiwara (Nagoya Univ.  

Mus.), 4Soichiro Kawabe (Fukui Pref. Univ.) 
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リンモリブデン酸含浸法を用いて明らかにした 

主竜形類の肩・肘関節における軟骨・靭帯の三次元分布 1 

田村朝紀（名大・環）2・藤原慎一（名大博）3 

 

四肢動物の一群である主竜形類（カメ，ワニ，恐竜，鳥）は，

四肢関節の骨端軟骨が骨化しないため，関節部位における軟骨や

靭帯などの軟組織形状や分布を化石骨から読み取ることが難し

い．このことは関節の回転中心の推定を困難にし，絶滅主竜形類

の歩行姿勢や運動機能の復元に大きな影響を及ぼす． 

本研究では，軟組織で構成される生体内での関節面と化石に残

る骨端形状との位置関係を知るため，現生主竜形類の肩・肘関節

における詳細な軟組織分布を明らかにする．そして，それらの三

次元配置および骨形状との位置関係を種間で比較し，主竜形類の

中で共有される特徴を探ることを目的とした． 

カメ，ワニ，鳥（各 2種）の前肢骨格を CT撮像することで軟組

織の三次元分布を調査した．ただし，本研究で着目するガラス軟

骨，線維軟骨，靭帯はいずれも X線透過率が同程度のコラーゲン

線維のため，通常の CT撮像では各々を区別することができない．

そこで本研究では，コラーゲン線維に選択的に結合する特徴を持

つリンモリブデン酸（phosphomolybdic acid: PMA）を線維性軟組

織の造影剤として用い，標本を PMA溶液に含浸後，CT撮像を行っ

た．形態および X線透過率の違いをもとに肩・肘関節における各

軟組織を立体構築し，その分布について種間で比較を行った． 

調査した全ての現生主竜形類で，骨端をガラス軟骨が覆い，そ

の表面をさらに線維軟骨が覆うという特徴が共通して見られた．

これら 2種類の軟骨分布は，関節表面での圧力を軽減し，骨端軟

骨の形状を維持する役割があると考えられる．また，種間で共通

した位置関係をもつ線維領域を肩関節で 3か所確認でき，これら

は分類群を超えて関節運動に寄与する靭帯様線維であることが

示唆された．これらの線維の起始・停止位置を骨表面形状から判

別できれば，絶滅種での軟組織分布や関節の回転中心の復元をよ

り確からしくすることができると期待される． 

———————————————————————————— 
1Three-dimensional cartilage and ligament distributions in 

the shoulder and elbow joints of archosauromorphs revealed 

by phosphomolybdic acid impregnating method 
2Tomoki Tamura (Nagoya Univ.) 
3Shin-ichi Fujiwara (Nagoya Univ. Mus.) 
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主竜類の胃の進化：胃石の形状変遷1 

高崎竜司（岡理・生地）2・小林快次（北大・博）3 

 

 主竜類の胃は，他の動物同様，摂食物の貯蔵と消化に加え，殺菌

や栄養吸収，ホルモン制御も行う重要器官である．その重要性にも

関わらず，中生代の生態系の主要な位置を占めていた主竜類の胃の

構造及び進化過程は分かっていない．そこで本研究は主竜類が消化

補助に用いるとされる胃石の形状に着目し，主竜類の胃の進化過程

の推定を試みた． 

卵鶏を用いた実験の結果，全ての卵鶏は角張った石を選択的に摂

取すること，胃石の形状は食性及び胃の筋量に影響されることが明

らかとなった（角張った胃石：肉食性・非筋肉質；丸まった胃石：

植物食性・筋肉質）．また現生主竜類（46種）の胃石の形状は胃の

筋量と相関すること，70％ほどの精度で食性推定に使えることが判

明した．これらの観察結果は，主竜類において食性が胃の筋量に影

響し，さらに胃の筋量が胃石の形状に影響していることを示唆する． 

現生主竜類の胃石の形状と食性の関係を基に，絶滅主竜類 17 種

29個体の食性推定を行った結果，多くの獣脚類は先行研究と整合的

な食性が示唆された（例，タルボサウルス：脊椎動物食性；シノオ

ルニトミムス：植物＋種子食性）．一方で，先行研究では植物食性

とされる竜脚類及び鳥脚類は，胃石の形状から脊椎動物食性と推定

された．これらの結果は，竜脚類や鳥脚類は発酵槽や口内消化とい

った，胃石に頼らない消化システムを持つ事に起因すると考えられ

る．一方で獣脚類の植物食性は筋肉質な胃と胃石を使った消化シス

テムの獲得により可能となったと考えられる． 

植物＋種子食性型の胃石を持つ種は全て完全な無歯化していた

事も判明した．獣脚類において無歯は植物食性の指標とされてきた

が，本研究によって筋肉質な胃の獲得こそが獣脚類の無歯化を可能

としたことが示唆された．筋肉質な胃および無歯化に伴う体内消化

能力の獲得は，獣脚類の咬筋の減少を引き起こしたと考えられる．

咬筋の減少は，霊長類の頭蓋骨の発達に大きく影響する事が知られ

る．獣脚類においても類似の影響があったと仮定すると，胃石を用

いた高い体内消化能力の獲得は，神経系及び感覚器の発達にも影響

する重要なイベントだった可能性が考えられる． 

———————————————————————————— 
1Evolution of archosaur stomach: transition in gastrolith shape 
2Ryujii Takasaki (Okayama University of Science), 3Yoshitsugu 

Kobayashi (Hokkaido University Museum) 
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両生類の微小骨組織に含まれる微量炭酸塩の安定同位体分析の実

現：古生物の生態解明への応用をめざして 1

服部竜士（東大・理，京大・総人）・石村豊穂（京大・人環）・岩

井紀子（東京農工大・農）４・西田梢（筑波大・生環）・白井 厚太

朗（東大・大海研）

生体鉱物を構成する元素の同位体は，代謝メカニズムや生息環境

の違いを反映してその組成が異なることが知られており，環境解析

や生態解析に用いられている．脊椎動物の歯や骨は微量の炭酸カル

シウムを含有することが報告されており、骨の主成分であるリン酸

カルシウムよりも簡便で高精度な同位体分析が可能である。しかし，

微小領域の分析に高度な技術を要することや，分類群ごとの同位体

組成が未解明であることなどが課題であり，骨の炭酸カルシウム安

定同位体分析の研究例は少ない．本研究では，微小な骨を持つ両生

類を対象に微量炭酸塩安定同位体分析法（MICAL）を用い，（１）

脊椎動物の微小骨組織中の炭素・酸素安定同位体比（13C，18O）

分析手法の確立と，（２）ニホンアマガエル骨組織中炭酸塩の同位体

組成の特性解明という二つの世界初となる試みを行った． 

（１）の微小骨組織の分析手法の確立では，解剖，骨の樹脂包埋，

切断，研磨，微小領域の切削，安定同位体分析を行った．この方法

で直径一ミリほどの骨断面から得られたサンプルの同位体分析に成

功した．この方法は多くの小型脊椎動物へ応用が可能である． 
（２）の検討項目として，大腿骨内での同位体組成の均質性，同一

個体の部位（顎と大腿骨）による同位体組成の差異，個体差，雌雄

差を設定し，分析をおこなった．アマガエルでは，個体内で18O の

同位体分散が大きく，13C は大腿骨よりも下顎の方が高い傾向がみ

られた．また，δ13C・δ18O とも雌雄差はみられなかった．また，先

行研究のカエル三種との比較を行った結果， 18O が種間で生態的・

環境的要因を反映している可能性が示唆された．今後は産地の違い

や年齢差などの検討項目を増やし、生態と同位体組成との関係を明

らかにすることで，古生物の生態解明への応用が期待される．

———————————————————————————— 
1Microscale stable isotopic analysis of carbonate in bone tissues of frogs 
and its application to ecological studies.  
2Ryuji Hattori (Univ. of Tokyo, Kyoto Univ.), 3 Toyoho Ishimura (Kyoto 
Univ.), ４Noriko Iwai (Tokyo Univ. of Agriculture and Technology), 
5Kozue Nishida (Univ. of Tsukuba), 6Kotaro Shirai (Univ. of Tokyo)  

A22

モンゴル国産脊椎動物化石からのタンパク質の抽出

稲葉勇人 ・辻極秀次 ・千葉謙太郎（岡山理大）・

宮地孝明 ・川上朝子（岡大・自然生命科学研究支援センター）・

・ （蒙・古生物学研）・

實吉玄貴（岡山理大）

近年，化石中から古代 や古代タンパク質を抽出し，分子生物

学的な手法を適用する研究が数多く行われている．一般的に，古代

タンパク質は古代 よりも長期間保存されやすく，骨に多く含ま

れるⅠ型コラーゲンは様々な化石分類群で保存が確認されている．

さらに，化石試料から抽出されたⅠ型コラーゲンのアミノ酸配列に

基づいた分子系統解析も行われ，その有用性が評価されている．先

行研究では数十～百万年単位の化石動物のタンパク質のアミノ酸配

列が明らかにされているが，本研究では，先行研究によって，より

古い時代の化石から有機物の保存が示唆されているモンゴル産の脊

椎動物化石からⅠ型コラーゲンの抽出を試みた．

凍結破砕により粉末化した試料を塩酸にて脱灰，酵素処理により

タンパク質を可溶化させた後，沈殿・再懸濁によって精製した．そ

の後， でタンパク質を分離，銀染色によりバンドとして検

出した．さらに，分子量に基づいてⅠ型コラーゲンと考えられるバ

ンドを切り出し 解析を行った．本抽出手法を現生

ラットの骨に施し解析を行った結果，Ⅰ型コラーゲンを抽出できる

ことが確認できたため，モンゴル国ゴビ砂漠に分布する上部白亜系

から産出した恐竜類とカメ類の化石，上部始新統から産出した哺乳

類化石に対し，同手法を適用した．この結果，分子量とバンドパタ

ーンから，Ⅰ型コラーゲンと考えられるバンドが化石試料において

も確認された．一方，化石周囲や同産地の堆積物，酵素のみの銀染

色を行った結果，Ⅰ型コラーゲンに相当するバンドは回収されなか

ったため，化石試料で確認できたタンパク質は，試料汚染ではなく，

化石由来の可能性が考えられる．今後，質量分析による抽出タンパ

ク質の同定を行うことで，より詳細に 型コラーゲンが実際に化石

骨由来かを検討する必要がある．

———————————————————————————— 
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カブトガニ類生痕化石 Kouphichniumの形態の時代的変遷  

～生痕化石から見た行動の進化～1 

海野奏（富大・院・理工）2 

 

 生痕化石は生物の行動の痕跡が残されたもので，古生態や古環境

の推定に重要な役割を果たす．しかし．生痕化石を用いて，地質時代

を通じた行動の変化を議論した例は少ない．これは生痕化石の形成

者の特定が困難なことや，形成時の行動が不明確であることが要因

と考えられる．カブトガニ類の生痕属 Kouphichniumは，カブトガニ
類の体化石と共産する例があり，形成者が明確な生痕化石の一つで

ある．また，カブトガニ類は化石種と現生種で形態の変化があまり

認められず，現生カブトガニの行動や生痕を観察することで，生痕

化石形成時の行動を推定しやすいという利点を持つ．カブトガニ類

は，体化石，生痕化石ともに，前期オルドビス紀から古第三紀まで断

続的に報告されており，地質時代を通じた行動の変遷の議論に適し

ている．そこで，カブトガニ類の移動時の生痕化石である生痕属

Kouphichniumの化石記録をまとめ，現生種の生痕と比較を行うこと
によって，カブトガニ類の行動の時代的変遷に関する検討を行った． 

 生痕属 Kouphichniumは，カブトガニ類の移動時に形成される生痕

で，一般に歩脚，推進脚，尾剣の痕の組み合わせで構成される．本生

痕属の従来の化石記録は全部で 72件が見出され，その内訳は，古生

代 45件，中生代 23件，新生代 4件である．現生種の移動時の運動

様式（歩容）は，左右対称に，後方の歩脚から順に一つ前の歩脚を接

地させて，体を前方に動かすもので，その生痕は，進行方向に向かっ

て山形の歩脚痕が繰り返し形成される．生痕化石の形態と比較した

ところ，石炭紀以前のものは現生生痕との類似点が少なく，現生種

の運動様式では説明が困難であることがわかった．一方，中生代の

ものは，現生生痕と類似する山形の歩脚痕の配列は見られるものの，

生痕の歩幅（山形の歩脚痕同士の距離）がより小さく，かつ，より内

側に第一歩脚を接地させていたことがわかった．現生カブトガニの

歩容の解析では，このような，内側への歩脚の接地は観察されない．

中生代の化石種は歩容が異なる可能性があり，従って，背側の形態

変化に乏しいカブトガニ類でも，移動に用いる腹側の歩脚の運動様

式，さらには歩脚の形状を時代的に変化させた可能性が想起される． 

———————————————————————————— 
1Trace fossil records reveal the evolution of walking appendage 

morphology and behavior of the horseshoe crabs. 
2Kanata Umino (Univ. Toyama) 

B01

なぜスナガニは 字形の巣穴をつくるのか？

石㟢美乃・小倉誠也・高橋千絢・金子真弥・

井村朱里・椎野勇太（新潟大・理）

前浜から後浜に生息するスナガニは，単純な管となる J 字形の巣

穴だけでなく，その用途が未解明なＹ字形となる巣穴も形成する．

先行研究によれば，Y 字形の巣穴は，U 字形の巣穴の底を再掘削す

ることで作られたと考えられている．また，地表への開口部は一般

的に 1 つとされるものの，地域によってはＹ字のどちらも開口した

巣穴も報告されている．巣穴が作られる前浜や後浜の地形は物理的

に不安定であることを考慮すると，巣穴の形態学的な違いは，各海

浜環境に固有の地形・波浪によって引き起こされる堆積・侵食作用

を反映しているかもしれない．そこで本研究は，日本海に面してい

る新潟市五十嵐浜にて，スナガニの巣穴の形態学的検討を行った．

特に，巣穴の掘削プロセスと日本海特有の物理的環境に注目し，な

ぜ J-U-Y 字形といった多様な形態となるのか考察を試みた． 
巣穴に石膏を流し込んで型取りし，J-U-Y 字形を含む 82 本の巣穴

模型を製作した．これらの巣穴模型を観察し，特にY 字形の巣穴が

どのように形成されるか復元した．また，15 項目の形態測定を行い，

項目間の関係を検討した． 
観察の結果，Y 字形巣穴は，J 字形あるいは U 字形の巣穴が作ら

れた後，それらの最下面から再掘削する方法で作られることがわか

った．形成初期に作られる J 字形あるいはU 字形の長さは，巣穴の

直径に応じて増加する傾向にある．すなわち，形成初期の掘削距離

が，巣穴の直径で代表される体サイズに少なからず依存しているこ

とを意味する．J-U 字形巣穴の最下面は，地下の海水に浸透して崩

れたような形状となっていることが多い．一連の結果に基づけば，

スナガニのＹ字形をした巣穴は，まず地下の海水面を避けつつ，体

サイズに応じてある程度決まった長さを掘削し，地下の海水面が低

下した後に J-U 字形巣穴を再利用するかたちで形成されたと考えら

れる．日本海の干満差は小さく，地下水面までの距離は短い．その

ため，形成初期の掘削によって逆側に 2 つ目の開口部が作られやす

いのかもしれない． 
———————————————————————————— 

 

B02

下部オルドビス系Fezouata層より産出した二枚殻の節足動物：

Isoxyidaeのカンブリア紀以降の生存と大型化 1 

吉野嵯樂（名大・理）2・大路樹生（名大博）3 

 

 モロッコ王国の下部オルドビス系Tremadocian階のFezouata層は，

節足動物のステムグループなどバージェス頁岩型の動物の軟体化石

を産出することで有名である．これらの化石は，バージェス頁岩型

の動物の多くがカンブリア紀の後期に絶滅していたという考えを覆

し，それ以後の時代にも海洋に生息していたが，軟体部を保存する

Lagerstätte の欠如により化石記録に残らなかったという説の証拠

となった．本研究では，同層から産出した節足動物の甲皮の化石を，

主に外観の観察に基づき，カンブリア紀で報告される二枚殻の節足

動物(bivalved arthropods)であるIsoxyidaeの1種として報告する． 

 研究に用いた標本は，両端が長く伸びた半楕円形の輪郭をもち，

およそ前後長340mm，上下長90mmと大型である．甲皮は表面が滑ら

かな薄く一層の外骨格からなり，循環器系と推測される繊維状の微

細な構造で裏打ちされている．左右非対称性や薄く装飾のない外骨

格の特徴から，本標本は同時代の生物で数十cmになる場合もあるア

ノマロカリス類のHurdiidae の甲皮とは区別され，二枚殻の節足動

物，とくに殻の前後端が棘状に伸びるIsoxys属と形態が共通する． 

 通常棘を除く長径が10-30mm程度，最大の標本でも約65mmである

Isoxys に比べると本種は非常に大きい．殆どの Isoxys が当時の赤

道付近の低緯度地域に生息していたのに対し，Fezouata層が南極に

近い高緯度地域で堆積したことから，この大型化が温度-サイズ則に

従った寒冷環境に伴うものである可能性が挙げられる．あるいは，

同層で産出する大型の懸濁物食者Aegirocassis benmoulai と同様，

食性に伴う大型化が起きた可能性も挙げられるが，付属肢などが保

存されていないため本種の食性は確実ではない． 

 Isoxys 属はローレンシア大陸，南北中国大陸，ゴンドワナ大陸，

シベリア大陸とカンブリア紀 Series2 Stage3 から Miaolingian 世

Drumian期にかけて世界中に分布していたが，Drumian期を最後に化

石記録から消えている．Fezouata層での記載はIsoxyidaeの産出レ

ンジをオルドビス期初期にまで伸ばすものである． 

———————————————————————————— 
1A bivalved arthropod from the Lower Ordovician Fezouata  

Formation: The post-Cambrian survival and gigantism of  

Isoxyidae 
2Saraku Yoshino (Nagoya Univ.), 3Tatsuo Oji (Nagoya Univ. Mus.) 
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珪藻の殻と細胞小器官の三次元形態の解明にむけての試み 1 

齋藤めぐみ（科博）2・長井裕季子（JAMSTEC/科博）3・豊福高志（JAMSTEC/

東京海洋大）4 

 

µ

µ

———————————————————————————— 
1

, 2 3

4

B04

中期始新世における放散虫Podocyrtis(Lampterium)属の形態進化 1 

上栗伸一（茨大・教育）2・渡辺理世（横国大・教育）3・河潟俊吾（横

国大・教育）4・相田吉昭（宇大・農）5・鈴木紀毅（東北大・理）6 

 

 Lampterium亜属は低緯度の中期始新世の示準化石として，また古

環境を復元する示相化石として重視されている（Kamikuri et al., 

2012）．Lampterium 亜属は Podocyris (P.) papalis から P.(L.) 
acallesが分岐出現した．その後，P.(L.) sinuosa，P.(L.) mitra, 
P.(L.) chalara, P.(L.) goetheana へと進化し，39.0 Ma に絶滅し

た．本研究では，新生代放散虫の中でも比較的大型の Lampterium
亜属について，形態解析および層序的検討を行った． 

 研究試料には赤道太平洋IODP Exp.320 Site U1331 で掘削された

コア試料を用いた．岩層は主に放散虫軟泥よりなり，一部に石灰質

軟泥を含む．分析に用いた試料は，33 試料（45.0〜39.0 Ma）であ

り，保存良好の放散虫化石が産出した． 

 測定は次のような手順に従って行った．１）プレパラート を生物

顕微鏡のステージに固定し，カバーガラス上に任意の測線を設定す

る．２）測線をトラバースしながら，Lampterium亜属の完全な殻の

標本に遭遇するまで観察を続ける．３）遭遇した標本が不完全な殻

である場合，殻の体位が著しく傾斜している場合は測定対象から除

外した．４）標本を5インチのモニターに映し出して測定を行った． 

 測定項目は全部で 15 箇所，測定個体数は 1256 個体である． 13

の測定箇所のＱモード因子分析を行った結果，第 3因子までで全体

の分散の約 90%を説明でき， 42.3〜41.3 Ma の約 100 万年の間に

Lampterium亜属の主要な形態変化があったことが明らかになった． 

それは主に，全長の増加，腹部の穴のサイズの増加，足の消失によ

って特徴づけられる形態変化であった．これらの変化時期は，中期

始新世の地球寒冷化に関連する炭酸カルシウム蓄積率イベント

（CAE-3）と一致している．従って，寒冷化による湧昇流の強化によ

って深海からの豊富な栄養塩が運搬され，Lampterium亜属の体サイ

ズの増加等につながった可能性がある． 

———————————————————————————— 
1Changes in morphological parameters of the radiolarian 

Podocyrtis (Lampterium) lineage from the middle Eocene 
2Shin-ichi Kamikuri (Ibaraki Univ.), 3Michiyo Watanabe (Yokohama 

National Univ.), 4Sungo Kawagata (Yokohama National Univ.), 
5Yoshiaki Aita (Utsunomiya Univ.),6Noritoshi Suzuki (Tohoku 

Univ.) 

B05

形態解析及び分子系統解析による無藻性イシサンゴ

Deltocyathoides orienatlis の生活様式の解明 1 
千徳明日香 2・名嘉翼（琉大・理）3・徳田悠希（鳥環大・環境）4

同前万由子（大阪市大・理）5・鈴木淳（産総研・地質情報）6 
 

Turbinoliidea 科Deltocyathoides orientalis（和名：タマサンゴ）はボ

ウル状の外形を有する直径 10 ㎜程度の無藻性単体イシサンゴであ

り，骨格周囲のコステとそれに伴う筋肉系により軟底質中へ潜行す

る内生の生活様式を有する．タマサンゴは有性生殖のみを行うと考

えられてきたが，有性生殖を示唆する形態的な特徴はこれまで認め

られていない．一方で，日本近海において，タマサンゴが採集され

る際には，必ずと言っていいほど，未記載種の固着性単体イシサン

ゴが同時に採集される．本研究ではこれら 2 種が同種であるとの仮

定のもと，形態解析及び分子系統解析による系統分類学的検討を行

い，タマサンゴの生活環の解明を試みた． 
骨格形態解析の結果，タマサンゴの骨格底部には横分裂による無

性生殖に伴う骨格脱石灰の痕跡が認められた．一方，未記載種は，

莢部の直径が 2 mm 程度の円柱状で，サンゴ体周囲に明瞭な壁を有

し，コステが認められないなど，外部形態はタマサンゴと大きく異

なった．しかし，隔壁や軸柱などの莢部内の形態学的特徴が，成長

最初期のタマサンゴと一致した．さらに，一部のものでは莢部内の

骨格が下に凸の半球状にえぐられた個体も認められた．分子系統解

析では，未記載種 4 個体とタマサンゴ 4 個体について 5 つの遺伝

子領域の塩基配列を決定し系統樹を作成した．その結果，タマサン

ゴと未記載種が単系統群を構成し，当該 2 種が同種であることが強

く支持された. 
以上の結果からタマサンゴと未記載種は同種であり，両者は，横

分裂における有性生殖に由来する下部個体（未記載種）と無性生殖

に由来する上部個体（タマサンゴ）の関係にある．下部個体は横分

裂の際に，莢部の内側のみを半球状に上部個体として切り離すこと

で，コステの無い壁を下部個体に残存させ，潜行行動を担うコステ

が発達した自由生活に適した上部個体を形成していると考えられる．  
———————————————————————————— 
1 Morphological and molecular phylogenetic analysis reveals the mode of 
life of solitary azooxanthellate scleractinian Deltocyathoides orienatlis 
2Asuka Sentoku, 3Tsubasa Naka (Univ. Ryukyu), 4Yuki Tokuda (TUES), 
6Mayuko Dozen (Osaka City Univ.), 5Atsushi Suzuki (GSJ, AIST).  
 

B06



− 20 −

日本古生物学会 2021 年年会予稿集　一般講演　（口頭発表）2021 年 7月 3日

奄美大島周辺海域における無藻性イシサンゴの多様性の解明 1 
山口麻菜（大阪市大）2・徳田悠希（鳥取環大）3・千徳明日香（琉
球大）・4江﨑洋一（大阪市大）5・板木拓也（産総研）6・兼子尚知
（産総研）7・片山肇（産総研）8・杉崎彩子（産総研）9・鈴木淳（産
総研）10 
 
 無藻性イシサンゴは 0–6328 mの幅広い水深に生息するが，その多
様性は水深 200–1000 mが最も高く，その上下では減少する傾向にあ
る．各生息場の水温，塩分，底質，溶存酸素量，アラゴナイト飽和
度は，水深による多様性の変化に大きな影響を与えている．しかし，
特定の海域において，これら全ての環境要因と多様性の関係を網羅
的に検討した例はない．そこで本研究では，奄美大島周辺海域にお
いて無藻性イシサンゴの分布と多様性を網羅的に調査し，それらを
制限する環境要因を検討した． 
 本研究では，産業技術総合研究所が実施したGK15-2及びGK17-2
航海にて奄美大島沖 71地点（水深 73–1028 m）で，グラブ採泥器に
より得られた無藻性イシサンゴ 1895個体を，未記載属を含む 12科
45属 102種に分類した．次に，各地点で採集された無藻性イシサン
ゴの個体数，種数，多様度指数と水深の関係を検討した結果，これ
らの数値は水深 700 m以深で大きく減少した．この結果を踏まえ，
各採集地点の水温，塩分濃度，底質，溶存酸素量，周辺海域におけ

るアラゴナイト飽和度を検討した．その結果，水深 700 m付近で水
温，塩分，溶存酸素量，底質に大きな変化はなかったが，アラゴナ
イト飽和度が 1以下になることが明らかとなった．イシサンゴ骨格
はアラゴナイト飽和度が 1以下になると溶解し，骨格形成が困難に
なることが知られる．このように，アラゴナイト飽和度の低下が奄
美大島沖の水深 700 m以深での無藻性イシサンゴの多様性減少を規
定している可能性が高い．ところが，アラゴナイト飽和度が 1以下
である水深 802 mにおいてDesmophyllum属と Solenosmilia属は認め
られた．これらのサンゴはアラゴナイトが未飽和になる海域でも生
息することが知られており，奄美大島周辺海域における分布と調和
的である．本研究により，アラゴナイトの未飽和な環境が無藻性イ
シサンゴの個体数，種数，多様度指数を大きく減少させることが明
らかとなった．一方で，アラゴナイト飽和度が１より大きくなる場
合は，その他の環境要因が無藻性イシサンゴの多様性に重要な影響
を与えている可能性が高い． 
———————————————————————————— 
1 Diversity of azooxanthellate scleractinian corals off Amami-Oshima 
Island. 2Mana Yamaguchi (Osaka Ctiy Univ.), 3Yuki Tokuda (TUES), 
4Asuka Sentoku (Ryukyu Univ.), 5Yoichi Ezaki (Osaka City Univ.), 
6Takuya Itaki (AIST) , 7Naotomo Kaneko (AIST), 8Hajime Katayama 
(AIST), 9Saiko Sugisaki (AIST), 10 Atsushi Suzuki (AIST) 
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上部三畳系美祢層群の昆虫化石層の堆積相解析 1 

大山 望（九大・理）2・前田晴良（九大総博）3 

 

 山口県の上部三畳系美祢層群産の昆虫化石は主に陸成相である桃

ノ木層から産出する．特に 1980 年代に国道 435 号線の道路拡幅工事

によって露出した露頭①からは約 6000 点に及ぶ昆虫化石（コウチュ

ウ目・ゴキブリ目・カメムシ目・シリアゲムシ目など）が発見され

た．本露頭は一時的な拡幅工事だったため既にコンクリートで被覆

され，追加標本の発見や堆積相についての再検討が不可能な状況だ

った．一方，発表者らの地質調査の結果，本露頭とほぼ同層準で昆

虫化石が多産する露頭②を新たに発見した．そこで新露頭の岩相記

載および岩石切片から昆虫化石層の堆積環境の推定を試みる． 

露頭は，厚さ約 30 m で側方に約 170 m 連続し，下部から 4つの岩

相に分けられる．最下部の粗粒砂支持の中～細礫層（Facies 1: F1）
から石炭層をよく挟むシルト質泥岩相（Facies 2: F2）と石炭層を挟

まないシルト質泥岩相（Facies 3: F3）へと移り変わり，細～中粒砂

岩相（Facies 4: F4）へと岩相が顕著に変化する．このうち F1・2か

らは化石の産出はないが F3 のシルト質泥岩層から昆虫化石が多産

し， F4からは大型の植物化石が多産する．岩石切片の観察から F3

は，灰白色ないし黒色のシルト質泥岩層と平行ラミナをともなう黒

色泥岩層が主体である．これらのうち昆虫化石は後者の層理面上に

密集して産出する．一方で F4 では細粒～中粒砂岩相中にトラフ型の

斜交層理が確認された．これらの結果から昆虫化石層を含む露頭は，

下部から礫岩を伴う流れのある河川堆積相（F1）から黒色頁岩で構

成される静穏な湖沼堆積相（F2・F3）へと変化し再び斜交層理をと

もなう細粒～中粒砂岩相から構成される河川堆積相（F4）へと変化

することが分かった．新露頭②と，かつて昆虫化石が多産した露頭

①は層位的な位置や岩相が極めてよく一致しており，両露頭は昆虫

化石を多産する同一層準であると考えられる．F3は昆虫化石と共に

断片的な植物化石が共産する一方で大型の植物化石がほとんど産出

しないのが特徴である．また，一般的な湖沼堆積物から産出する水

生昆虫が昆虫相に含まれないことも特徴である．今後は特に昆虫化

石層が密集する Facies 3 に注目し EPMA や SEM などを用いて昆虫

化石層の形成過程・保存様式の観点から検討していく．  

———————————————————————————— 
1 Sedimentary facies of the new outcrop including fossil insects from the 
Upper Triassic Mine Group. 2 Nozomu Oyama (Kyushu University) 
³Haruyoshi Maeda (The Kyushu University Museum) 
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イシガイ科二枚貝における有機質化石を用いた古環境復元 1 

吉村太郎 2・佐々木猛智（東京大・理）3・中山健太朗 4・安里開士 5・野田芳和

（福井県立恐竜博）6・中井克樹 7・山川千代美（滋賀県立琵琶湖博）8 

 

従来、陸水域に棲息する軟体動物に由来する有機質化石に関する

研究例は乏しく、古生態や古環境を復元する手段は限定的である。

演者らは、これまで現生種を用いて、「殻皮」（Periostracum）とよ

ばれる貝殻の表面に認められるシート状の有機質組織について生態

学的機能に関する研究を進めてきた。本研究では、個体の生理的作

用を経て分泌される殻皮には、生活史や生息環境の情報が記録され

ていることに着目し、これらの解析により、過去の環境変動や古生

態、殻皮の進化的獲得機構を明らかにすることを目的としている。 

福井県・手取層群北谷層、および滋賀県・古琵琶湖層群（特に、

堅田層上部・蒲生層上部）より産するイシガイ科二枚貝化石は、い

ずれも各時代の標本として保存状態が極めて良く、上述の研究に適

していると考えられる。そこで、本研究では、これらの貝化石の殻

皮について、光学・レーザー共焦点・電子顕微鏡を用いた形態の記

載を行い、SEM-EDX・FT-IR等を用いた組成の解析、並びに、化合物

別同位体比分析による古気候値（水温・降水量など）の推定の有効

性を検証する。 

本研究は、貝化石に保存される有機質組織を用いた古環境復元の

可能性に焦点を当てている。今後、現生種による先行研究や他分類

の有機質化石を用いた研究例との詳細な比較・検討が求められるが、

過去の陸水環境を知るうえで、有効な手段として機能することが期

待される。 

———————————————————————————— 
1Organic Fossils in the Freshwater Bivalve (Unionidae) for 

Reconstructing Paleoenvironment 
2Taro Yoshimura, 3Takenori Sasaki (The Univ. Tokyo), 4Kentaro 

Nakayama, 5Kaito Asato, 6Yoshikazu Noda (Fukui Pref. Dinosaur 

Mus.), 7Katsuki Nakai, 8Chiyomi Yamakawa (Lake Biwa Mus.) 
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北海道根釧地域の霧多布島に分布する 

暁新統根室層群霧多布層の貝類化石群 1 

松原尚志（北教大・教・釧路）2 

 

 北海道東部の根釧地域および白糠丘陵地域には上部白亜系〜中部

始新統根室層群が広く発達している．本層群上部からは暁新世の貝類

化石を産することが知られ，とくに，白糠丘陵地域浦幌地区の活平層

からは多数の新タクサを含む貝類が記載されてきた（e.g. Amano et 
al., 2018)．一方，根釧地域の暁新統根室層群上部の貝類化石群につ

いても，最近，演者らにより研究が進められている(松原・山口, 2019

演旨; 松原, 2021演旨)．今回，根釧地域浜中地区霧多布島の暁新統

(ダニアン後期〜セランディアン: Okada et al., 1987)根室層群霧多

布層鯨浜砂岩頁岩部層(長尾, 1963; 長尾, 1966再定義; 以下「鯨浜

部層」とする)上部の貝類化石群について検討を行ったので，その結果

を報告する． 

 貝類化石試料は浜中町霧多布島の2ルート（霧多布西方海岸・湯沸

海岸）から採取した．尚，これらのルート周辺は2021年3月30日に

道立厚岸自然公園の一般地域から厚岸霧多布昆布森国定公園の第2種

特別地域に指定変更がなされたため，今後の試料採取にあたっては，

環境省への許可申請が必要となったことを付記しておく． 

 分類学的検討の結果，腹足綱5属5種，二枚貝綱6属6種が識別さ

れた．これらの種のうち，Acila (Truncacila) hokkaidoensis (Nagao)
と Kangilioptera grammi (Kalishevich)の 2種は根釧地域の厚岸地

区大黒島の鯨浜部層中部(松原, 2021演旨)および南樺太のSinegorsk

層中部の暁新世貝類化石群(Kalishevich et al., 1981)と共通する．

また，これらの2種に加え，Propeamussium yubarense (Yabe & Nagao), 
Astarte paleocenica Amano & Jenkins, Neverita majimai Amano & 
Jenkins は活平層の化石沈木群集（e.g. Amano & Jenkins, 2017; 
Amano et al., 2018)と共通するが，後3種は大黒島の鯨浜部層中部

には見られない．さらに，鯨浜部層上部には Megayoldia 
(Praeportlandia)亜属や Menneroctenia 属は見られず，替わって，

Megayoldia (Portlandella)亜属が産出する．一方，より上位の根室層

群汐見層の貝類化石群(松原・山口, 2019演旨)との共通種は認められ

ない．これらのことから，根釧地域の根室層群上部には白亜紀からの

残存属・種の段階的な絶滅が記録されている可能性が示唆される． 
1Molluscan fauna from the Kiritappu Formation of the Nemuro 

Group (Paleocene) on Kiritappu Island, eastern Hokkaido, Japan. 
2Takashi MATSUBARA (Hokkaido Univ. Educ., Kushiro) 

B10

モンゴル国古第三系 Ergilin Dzo層の地質年代学的研究 1 

坂本航汰 2・畠山唯達 3・北原優 4・実吉玄貴（岡山理大）5・Khishigjav 

Tsogtbaatar (蒙・古生物学研)6 

  

モンゴル南東部に分布する古第三系 Ergilin Dzo層からは，多様

な哺乳類化石が発見されてきた．Ergilin Dzo 層の層序は岩相と哺

乳類相に基づいて記載されている．Ergilin 哺乳類動物相と西ヨー

ロッパ漸新世前期の哺乳類動物相の類似から，Ergilin Dzo 層中位

層準に始新世（Eocene）- 漸新世（Oligocene）境界（33.9Ma）が設

定されてきた．本研究では、さらなる年代制約の向上を目的として，

対象層に含まれる泥岩の堆積残留磁化から，当時の地磁気極性の復

元を試みる． 

対象地域は，モンゴル国ゴビ砂漠 Ergilin Dzo 地域に分布する

Ergilin Dzo層である．本地域は，東西約 50㎞に渡って側方連続の

良い地層が露出しており，岩相層序に基づく地層記載が行われてい

る．古地磁気試料（定方位ブロック試料）は氾濫原環境で堆積した

泥岩であり，ほとんどが褐色を有する半固結の堆積物である．本研

究では，11層準・計 56試料から 33試料を選定後，計 69個の試片

を作成し，63個を測定に使用した．高知大学海洋コア総合研究セン

ター古地磁気・岩石磁気実験室シールドルーム内の機器を用いて，

13～14ステップ（0～680℃まで）の段階熱消磁を行いながら超伝導

磁力計で磁化を測定した． 

11層準のうち 4層準（PM1,6,9,10）の試片から特徴磁化成分が得

られた．方位は PM1,9,10が南向きに逆帯磁，PM6が北向きに正帯磁

を示した．ただし、PM10以外の試片は特徴磁化成分の誤差が大きい． 

本測定における結果は，対象層内に地磁気逆転の存在を示唆する．

また，モンゴル国に存在する半固結の堆積物から，特徴磁化成分を

得られたことは，本研究で用いた試片作成の手法に有用性があるこ

とを示すだろう．今後，モンゴル国内の多様な年代や地域の地層を

対象とした古地磁気学的検討を，より広い範囲へ適応できる可能性

がある． 

———————————————————————————— 
1Geochronological study of the Ergilin Dzo Formation, Paleogene, 

Mongolia. 
2Kota Sakamoto, 3Tadahiro Hatakeyama, 4Yu kitahara, 5Mototaka 

Saneyoshi (Okayama Univ. of Sci.), 6Khishigjav Tsogtbaatar (Inst. 

Of Paleont., Mongolia) 
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神奈川県横須賀市馬堀の上部更新統横須賀層より産出したクモヒト

デ骨片化石

岡西政典（東大・院理・附属臨海）・三井翔太（（株）海生研）・

幸塚久典（東大・院理・附属臨海）・金子稔（太田市）

棘皮動物門クモヒトデ綱は，現生では約 種が知られる海産無

脊椎動物である（ ö ）．浅海から深海まで幅広く

分布しており，欧米からは体を構成する骨片化石の記録が多く知ら

れるが（例えば， ），本邦からは，神奈川県三浦

市の宮田層（ ）と茨城県美浦村馬掛の

清川層（石田ほか，論文準備中；横堀ほか， ）から産出が知ら

れるのみである．

神奈川県横須賀市馬堀の横須賀層大津砂泥部層（第四紀更新世後

期）より大きさ数 µ ～数 のクモヒトデ類の微小な骨片化石が

得られた．これらの骨片には腕骨，側腕板，腹腕板，背腕板，輻楯，

口楯が含まれていた．現生の標本と比較したところ，その側腕板と

腕骨が，

に同定できるこ

とが示された．最も化石の個数の多く，種までの同定されたアカハ

コクモヒトデ は，現在でも相模湾以南及び日本海の水深

ｍから の砂泥底に広く生息している種である．他の化石に

関しても， は本種と同所的に生息している．従っ

て，これらの化石の産出は，横須賀層大津砂泥部層堆積当時の馬堀

付近が砂泥地の広がる大陸棚の海底であったことを支持する．

今後，現生種との比較を詳細に行うことで，さらに詳しいレベル

の同定が可能になれば，クモヒトデを取り巻く古環境の変遷を明ら

かにできると期待できる．また，クモヒトデ化石研究は，主に全身

が保存された個体で行われてきたが，クモヒトデ骨片化石は堆積物

中に微化石として多数含まれ，微化石研究の一分野として研究対象

となることを確認できた

———————————————————————————— 
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鮮新－更新世における北西オーストラリア沖の海洋環境変遷 1 

豊田めぐみ 2・岩谷北斗 3（山口大・理） 

 

 北西オーストラリア沖には,太平洋西部からインド洋東部への温

水の輸送を可能にする唯一の海流であるインドネシア通過流が流れ

ており,この海流は過去 500 万年の間にその経路を複雑に変化した

とされている.インドネシア通渦流の流路変化の影響を受け,オース

トラリア大陸の気候は湿潤気候から現在の乾燥気候へと変化したと

考えられている.しかし,インドネシア通過流の変動に伴う海洋環境

の変遷史の詳細と,それに対する生物の応答については十分に解明

されていない. 

そこで,本研究では環境指標・生物指標として有効な貝形虫化石を

用いて当時の海洋環境の時間的変遷をたどり,海洋環境の変化に対

する生物の応答を解明することを目的とする. 

 本研究ではIODP第356次研究航海により採取された堆積物コア（Ｕ

1463Ｃ(回収率: 89 %, 水深: 144.81 ｍ, 緯度: 18°57.9295’S, 経

度: 117°37.4336’E)）を使用し,約 2.25 m間隔に選出した試料を

用いて貝形虫化石の群集解析を行った. 

結果として,66 属 130 種の貝形虫化石が産出した. 産出した主要

貝形虫は,属レベルではほとんどが南東オーストラリアにも生息し

ている現生種で構成されていることが明らかになった.また,Ｑモー

ドクラスター分析を行った結果,大きく 4つの化石相に区分され，乾

燥気候への移行期間から乾燥気候期間にかけて,貝形虫相が大きく

変化することが明らかになった.移行期間では相対的な深海種によ

り特徴づけられる化石相で構成されるのに対し,乾燥気候期間では

相対的な浅海種が優先する群集へと変化する.よって,調査層準は乾

燥気候への変遷と同調して次第に浅海化した可能性が示唆された. 

 本研究により,インドネシア通過流の流れの制限による北西オー

ストラリア沖の海中気候変化の影響を受け,当時の生物相が大きく

様変わりしたことが本研究により明らかになった. 

———————————————————————————— 
1Plio-Pleistocene paleoenvironmental changes off Northwest 

Australia 
2Megumi Toyota, 3Hokuto Iwatani (Yamaguchi Univ.) 
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三陸沖 ODP Site 1151における上部新第三系の有孔虫群集 1 

林 広樹 2・岡本志津香（島根大・総合理工）3 

 

 三陸沖の前弧域には，主に珪藻質堆積物からなる厚い新第三系が

発達し，古海洋復元を行う際の研究対象として適している．北部太

平洋では，メッシニアン塩分危機やパナマ海路閉塞に関連した古海

洋変動が，後期中新世から鮮新世にかけて段階的に進行したものと

考えられる．本研究では，国際深海掘削計画（ODP）第 186次航海で

掘削された Site 1151 Hole Aの 800.6～326.5 mbsfの層序区間（約

6.5～4.5 Ma）について，浮遊性有孔虫および底生有孔虫群集を検討

した．この層序区間は前後を不整合およびハイエイタスに挟まれ，

平均 39 cm/k.y.の大きな堆積速度を示すことから，連続的かつ高時

間分解能の解析が可能な区間として選定した．各試料の年代は，

Motoyama et al. (2004)で示された Site 1151の堆積速度曲線を，

最新の年代尺度 GTS2020 (Gradstein et al., 2020)に基づき補正し

て求めた． 

すでに Hayashi et al. (2003)や Hayashi (2004)で分析された試

料も含め，合計 60試料より，83種の浮遊性有孔虫と 57種の底生有

孔虫を検出した．浮遊性有孔虫では，Neogloboquadrina pachyderma

の左巻き形態が卓越する．底生有孔虫では，Uvigerina proboscidea
が最も多産し，次いで Buccella inusitata や Nonionellina 
labradoricaが多く産出する．主要な成果は以下の通りである． 

1.浮遊性有孔虫 Globoconella ikebeiの産出頻度が約 4.6 Maで 80%

と高い数値を示す．先行研究で本種の多産は広域対比に有効とされ

ており（G. ikebei bed），本地点でその層準を古地磁気極性と直接

対比することができた． 

2. この層準の前後で，浮遊性有孔虫では N. pachydermaの右巻き形

態の比率が増加し，底生有孔虫では U． proboscideaが卓越する群

集から B. inusitataや N. labradoricaが多産する群集へと変化す

る．これらの群集変化から総合的に考察すると，この地点では約 4.6 

Maで表層から深層に至る温暖化の影響が示唆される． 

 

———————————————————————————— 
1Foraminiferal assemblages obtained from the upper Neogene 

sequence of ODP Site 1151 off the Sanriku region, northwest 

Pacific 
2HAYASHI Hiroki, 3OKAMOTO Shizuka (Shimane Univ.) 
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中新統宮崎層群田野層の貝形虫化石群集 1 

倉本大雅・岩谷北斗（山口大）2 

 

 新第三紀中新世末～更新世にかけての本邦の代表的な海成層のひ

とつである宮崎層群では、古くから多くの地質・古生物学的な研究

が行われてきた（例えば、鈴木, 1987 、大宅ほか, 1995、中村ほか, 
1999）。しかし、示相化石として重要な分類群のひとつである貝形虫
化石についての研究例は少ない（例えば、岩谷・入月, 2008）。さら
に、宮崎層群の最下部層にあたる田野層については、貝形虫化石の

報告は行われておらず、基礎的な情報すら明らかになっていない。

そこで、本研究では、田野層からの貝形虫化石の初産出を目指した。

さらに、得られた貝形虫化石の古生物学的情報と野外調査により得

られた地質学的情報とを用いて、宮崎層群田野層の古環境を復元す

ることを目的として研究を行った。 
結果として、本研究により初めて田野層から 23属 34種の貝形虫
化石が産出した。これらは、現在の西南日本太平洋側や、対馬海峡

周辺海域、中国沖の湾・沿岸域および陸棚域で一般的に認められる

暖流影響下の群集を構成する種から主に構成されていることが明ら

かになった。 

さらに、モダンアナログ法により現生群集との比較と古水温・古

水深の復元を行った結果、黒潮流域の群集と最も類似することが明

らかになり、田野層の具体的な古水温が平均 16.75℃、古水深が平均
111.3mと復元された。 
 産出する貝形虫化石から田野層の堆積環境は、現在の黒潮流域や

黒潮の支流である対馬暖流の流域の浅海域と類似した環境であった

ことが推測される。これは先行研究による報告とも調和的である。

田野層は、上方深海化の堆積過程により形成されたことが報告され

ているが、田野層上部の試料からは貝形虫化石が産出せず、貝形虫

化石群集からは上方深海化を支持する根拠は得られなかった。一方

で、近傍層準や隣り合う地域間においても群集構造と復元された古

水温や古水深に差があり、水平分布的にも堆積環境が変化していた

可能性が示唆された。 
———————————————————————————— 
1Fossil ostracode assemblages from the Miocene Tano Formation , 

Miyazaki Group in the Miyazaki Plain.   
2Taiga Kuramoto, Hokuto Iwatani (Yamaguchi Univ.) 
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島根県隠岐島後における中新世貝形虫群集 1 

須永健人（島根大・自然）2・入月俊明（島根大・総理）3・瀬戸浩二

（島根大・エスチュアリー）4 

 

 日本海側に分布する海成中新統は,日本海拡大期における古環境

や化石動物群の時系列変化の復元にとって，重要な情報を記録して

いる．島根県隠岐諸島の島後には，このような海成中新統として，

中–上部中新統久見層（17–9 Ma?）と上部中新統都万層（7–6 Ma）
（平松ほか，2017など）が分布している．しかしながら，島後全域
に分布する上部中新統火山岩類がこれらを広く覆っているため，海

成中新統の露頭は断片的にしか露出していない．これらの海成中新

統を対象にした層位・古生物学的研究は多くなされているが（山内

ほか，2009），本研究で初めて微化石の貝形虫化石群集を報告する． 

調査対象は，久見地域の久見川沿いに分布する久見層下部（17–16 
Ma）と都万地域に分布する都万層である．久見層下部は，主に細–
中粒砂岩と泥岩からなり，大型有孔虫化石も包含する．この層準か

ら採取された試料より，これまでに保存良好な 20種余りの貝形虫化
石が初めて同定された.優占種は,Corunucoquimba moniwensis，
Cythere omotenipponica，Pseudoaurila ishizakiiなど，日本の下–中部中

新統から普遍的に産出する暖流系浅海性種であり，中期中新世最温

暖期における強い暖流の影響を受けていたことが示唆される． 

一方,都万地域の都万層は，現在，化石を包含する露頭が消失して

おり，付近の転石と以前ここから採取され，島根大学に保管されて

いる大型化石を含む石灰質細–中粒砂岩の岩塊を処理した．結果とし
て，これまでのところ 77 種が初めて認められた．優占種は
Finmarchinella spp., Hemicythere spp., Schizocythere cf. okhotsukensisな
どの好冷性浅海性種であった.他にもAcanthocythereis cf. dunelmensis
やRobertsonites tabukiiなど寒冷な深海を好む種も含まれていた．こ
れは,都万層の古環境が，寒流の影響を受ける開放的な陸棚環境であ

ったことを反映している．また，都万層の貝形虫化石群集は,鮮新–
更新世の日本海に豊富に生息していた“大桑-万願寺型貝形虫群集”

（Cronin & Ikeya, 1987など）と非常に共通性が高いことが明らかに
なり，今後，日本海の中新世から鮮新世にかけての動物群の変遷を

考える上で，本研究の貝形虫化石群集は重要な位置にあると言える． 

———————————————————————————— 
1Miocene ostracod faunas in Dōgo island of the Oki Islands, Shimane 
prefecture, southwestern Japan. 2Kento Sunaga (Shimane Univ.), 3Toshiaki 
Irizuki (Shimane Univ.)，4Koji Seto (Shimane Univ.) 
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沖縄県石垣島及び西表島周辺海域の現生貝形虫群集 1 

久保 観・岩谷北斗（山口大）2・佐々木聡史（島根大）3 

 
【はじめに】沖縄本島周辺海域や東シナ海では現生貝形虫の生態学

的、生物地理学的な研究が行われ、そこから産出する種やその分布

に関しての報告は幾つかある（Wang et al., 1988; Hou and Gou, 2007
など）。一方、沖縄県石垣島及び西表島周辺海域における現生貝形虫

の研究は極めて少ない（田吹ほか, 1987; 佐々木・入月, 2020）。そ

こで、調査海域における現生貝形虫群集を明らかにするとともに、 

貝形虫群集と各種環境要素との関係性を定量的に解明することを目

的として研究を行った。 

【試料と方法】試料には、地質調査総合センターが 2019年に実施し

た海洋地質調査 GK19航海にて採取された表層堆積物試料を用いた

（井上・片山, 2020）。泥粒子画分と砂粒子画分の境界である 63 ㎛

孔径の篩を用いて、試料から泥粒子画分などを取り除き、含泥率を

求めた。その後、顕微鏡下で貝形虫殻の抽出を行った。また産出し

た貝形虫群集を定量的に評価するために、Q-modeクラスター分析及

び因子分析により群集解析を行った。 

【結果と考察】結果として、23試料から 91属の貝形虫が確認され、

最も多産した属は、海藻を基質とした生活に適応するとされる

Xestoleberis属であった。次に多産した属は、水深 100 m以深の深

海域の泥底に生息するとされる Krithe属であった。加えて、調査海
域における貝形虫群集は、浅海タクサと深海タクサの混合群集を示

した。また、因子負荷量と各種の環境要素との相関を取った結果、

本研究海域の現生貝形虫群集は、水温や塩分といった水塊構造の違

いではなく水深、運搬作用及び底質などの環境要素によって規制さ

れていることが明らかとなった。さらに、小型で丸みを帯びた殻形

態をしている Xestoleberis属は、運搬作用の影響を受けやすい可能
性が示唆された。 

本研究により、沖縄県石垣島及び西表島周辺海域の現生貝形虫群

集と具体的な環境要素との関係性を定量的に明らかにすることがで

きた。これらの結果は、示相化石として重要である貝形虫の古環境

復元ツールとしての分析精度の向上に貢献できるかもしれない。 

———————————————————————————— 
1Recent ostracode assemblages from Ishigaki and Iriomote islands, 

Okinawa Prefecture 
2Nozomi Kubo, Hokuto Iwatani (Yamaguchi Univ.), 3 Satoshi Sasaki 

(Shimane Univ.) 

B17



− 24 −

日本古生物学会 2021 年年会予稿集　一般講演　（口頭発表）2021 年 7月 4日

上部白亜系蝦夷層群函淵層

ハドロサウルス産出層の古花粉学的研究

馬場美邑・ルグラン ジュリアン（静岡大・理）・

西村智弘（穂別博）・池田昌之（東大・理）

北海道南部むかわ町穂別に分布する蝦夷層群函淵層からハドロサ

ウルス類の全身骨格化石が国内で初めて報告され，

と記載された ．共産するアン

モノイド は，基底がカン

パニアン／マーストリヒチアン（ ）境界に対比されている

帯に属することから，ボーンベッドは下部

マーストリヒチアンと推定された．しかし，古地磁気層序と

放射年代によると， 境界の位置は 帯の上下に対

比される可能性もある．

本研究では， の地質年代を確認することと，周辺環

境を解明するため，函淵層から採集した泥岩及び穂別博物館から提

供されたジャケット試料の花粉分析を試みた．その結果， 種以上

の胞子・花粉化石が得られ，その中に， 種の 花粉

（極軸に３つの突起を持つ花粉）が含まれた． 花粉

は白亜紀後期の北半球に広く分布し，生層序に利用されている．ジ

ャケット試料からは，北米・カナダの年代が確定している種

（

に加えて日本またはアジアのみで報告され

ている種（

）が確認され，それらの共通レンジは， 産出

層準がマーストリヒチアン下部であることを示唆する．

寒冷期における北米のハドロサウルス類の北上は降水量減少

に起因したと推定されている．今回函淵層から得られた胞子・花粉

群集では，湿潤環境を好むヘゴ目，ゼンマイ目などの多様なシダ植

物の胞子が主体であり，ハドロサウルス類の生息域において北米同

様に湿潤環境であることが重要であったと考えられる．尚，胞子・

花粉群集の組成は，河口付近または海岸環境を示し，これまでハド

ロサウルス類に推定された生息域に矛盾しない．

———————————————————————————— 
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Palynostratigraphy of the Permo-Carboniferous succession in two 

wells from the Gulf of Suez, Egypt 1 

Ahmed Maher（Shizuoka Univ.；Osaka City Univ.）2・Toshihiro Yamada

（Osaka City Univ.）3・Julien Legrand（Shizuoka Univ.）4 

 

 The Gulf of Suez, located at the interface between the African 

and Arabian plates, is considered as one of the major grabens 

and oil-yield areas of the world, and results from the stretching 

and collapsing of the crust between these two provincial 

landmasses. A standard biozonation is well established for the 

Late Paleozoic of the Arabian plate (Oman, Iraq, Pakistan, 

Yemen), however, only a few palynological studies exist in areas 

of the Gulf of Suez; as a result, paleoenvironments and 

vegetational changes of this key period remain unclear, making 

difficult correlations between regions of northern Gondwana.  

 Here, we conducted palynological analyses on 49 boring samples 

of the Nubia Formation consisting of black shale and sandstone, 

collected from two wells (OCT-K1 and OCT.G5) in the Gulf of Suez. 

We identified 34 genera and 86 species of spores (lycophytes and 

diverse monilophytes: Marrattiidae, Equisetidae, Polypodiidae), 

gymnosperm pollen (Cordaitales, ginkgophytes, and rare 

bisaccate pollen of pteridosperms and conifers), along with a 

few acritarchs and fungal spores. Palynomorphs represent 

a“mixed palynoflora” with elements of both the Gondwanan and 

Laurasian provinces. Assemblages of well OCT.G5 are 

particularly rich in terrestrial palynomorphs and allow 

defining four palynozones, that can be correlated with biozones 

of Europe and Oman, and assigned to the Visean (lower 

Carboniferous; Phase I) to Sakmarian (lower Permian; Phase IV) 

in age. They revealed changes from lycopod swamp forests 

reflecting temperate and humid conditions through the 

Carboniferous, to a vegetation dominated by cordaitaleans 

flourishing under a warm and dry climate from the Permian. 

———————————————————————————— 
1 エジプト・スエズ湾のボーリング調査に基づくペルム紀〜石炭紀

の花粉層序 
2マヘル アフメド（静大；大阪市大）・3山田敏弘(大阪市大・院）・
4ルグラン ジュリアン（静大・理） 
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初期陸上植物の微化石群集から解明する北部ベトナム 

Si Ka層の地質年代と古環境1 

Julien Legrand（静大・理）2・山田敏弘(大阪市大・院）3・小松俊

文(熊大・院・先)4・Mark Williams・Tom Harvey（Univ. Leicester）
5・Tim De Backer・Thijs R.A. Vandenbroucke（Ghent Univ.）6・Phong 

Duc Nguyen（VIGMR）7・Hung Dinh Doan・Hung Ba Nguyen（VNMN）8 

 

 後期シルル紀〜前期デボン紀に起きた維管束植物の適応放散は，

地球の生態系を激変させた大事変である．ところが，南中国・イン

ドシナブロックでは，この時期の非海成・浅海成堆積物の年代を正

確に把握できておらず，年代値が確実な古植物学データが極めて少

ない．そこで本研究では，この時期の堆積物を含む北部ベトナムの

Song Cau層群 Si Ka層で植物微化石の分析を行い，その年代を推定

した．Si Ka層は，タイグエン省からカオバン省，ハーザン省にか

けて東西100㎞以上にわたって分布し，南中国の雲南省や広西省（＝

Lianhuashan Fm）にも連続する．また，Si Ka層からは，浅海性～汽

水性の魚類，巻貝，貝形虫や初期維管束植物が報告されている． 

 本研究では，ハーザン省ドンヴァン地域に分布するSi Ka層最上部

から，胞子を含む植物微化石群集を得た．この群集は18種からなり，

原始的なコケ植物の隠胞子（二集粒のDyadospora murusattenuata, 
Pseudodyadospora petasus，四集粒のCheilotetras caledonica）に

加え，リニア植物（Ambitisporites avitus，Apiculiretusispora sp., 
Synorisporites verrucatus ） 及 び ゾ ス テ ロ フ ィ ル ム 植 物

（Retusotriletes cf. triangulatus, R. warringtonii）の三溝型

胞子，ネマトファイト植物の通導組織とクチクラを含む． 

 Si Ka層の植物微化石群集を，イギリスやリビアなどの模式的な花

粉層序や，南中国の群集と比較した結果，Si Ka層の最上部は上部シ

ルル系（ラドロー〜プリドリ）の堆積物であり，従来の解釈（下部

デボン系）よりも古いことがわかった．これは，ベトナムを含む東

南アジアで最古の植物微化石群集である． 

———————————————————————————— 
1 Implications of an early land plant microfossil assemblage for 
the age and paleoenvironment of the Si Ka Fm, northern Vietnam. 
2Julien Legrand (Shizuoka Univ.), 3Toshihiro Yamada (Osaka City 

Univ.), 4Toshifumi Komatsu (Kumamoto Univ.), 5Mark Williams, Tom 

Harvey (Univ. Leicester), 6Tim De Backer, Thijs R. A. 

Vandenbroucke (Ghent University), 7Phong Duc Nguyen (VIGMR), 
8Hung Dinh Doan, Hung Ba Nguyen (VNMN) 
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下部中新統瑞浪層群中村層における"Alangium" aequalifoliumの産
状と分類学的意義 1 

西野萌（大阪市自然史博/大阪市大・院）2・寺田和雄（福井県立恐

竜博）3・植村和彦（国立科博・地学）4・山田敏弘（大阪市大・植物

園）5 

 

 ウリノキ属（ミズキ科）に分類される"Alangium" aequalifolium
は，前期〜中期中新世の台島型植物群を代表する葉の化石種である．

しかし，葉の外形や共産する翼果の特徴はウリノキ属のものとは異

なり，この葉化石の分類学的帰属は長らく未解決のままだった． 

 岐阜県美濃加茂市に分布する瑞浪層群中村層は，19–18Ma の河川

性堆積物で，本層からは"A." aequalifoliumがしばしば密集して産
出する．また，木曽川河床の中村層中の葉化石密集層の近傍には，

Wataria parvipora (アオイ科) の直立樹幹が寡占する化石林が見ら

れる．本研究では，W. parviporaが"A." aequalifoliumの母樹であ
る可能性を検証するため，この密集層における"A." aequalifolium
の産状を観察し，葉化石が準現地性化石群集であるかを検討した． 

 その結果，化石林の林床と同一面に発達する密集層では，1) "A." 
aequalifoliumが排他的に産出する，2) 葉の埋没方位に規則性がな

い，3) 向軸側を上にして埋没した葉が有意に多い，ことがわかった．

この産状は，複数種の葉化石が含まれる化石層において，葉の埋没

方位が古流向と平行になることと対照的であった． 

 以上の産状は，化石林の林床に密集する"A." aequalifolium が，
準現地性であることを示唆する．つまり，"A." aequalifoliumと W. 
parvipora とは同一の植物に由来する可能性が高い．ヨーロッパに
おいては， "A." aequalifolium と同じ外部形態を持つ葉は，
Byttneriophyllum tiliifoliumに含められる．また，表皮細胞と細
脈系の特徴から，B. tiliifoliumはアオイ科との類縁が指摘されて
いる．本研究の結果は，"A." aequalifoliumがアオイ科であること
を支持する新たな証拠となる． 

———————————————————————————— 
1Occurrence mode of "Alangium" aequalifolium in the lower 
Miocene Nakamura Formation, Mizunami Group and its taxonomical 

significance 
2Megumi Nishino (Osaka Mus. Nat. Hist./Osaka City Univ.), 3Kazuo 

Terada (Fukui Pref. Dinosaur Mus.), 4Kazuhiko Uemura (Natl. Mus. 

Nat. Sci), 5Toshihiro Yamada (Osaka City Univ.) 
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河川内における葉遺骸の集積と植物タフォノミー1 

平松頼（岡理・院・生地）2・矢野興一（岡理・生地）3 

実吉玄貴（岡理・生地）4 

 
河川堆積物における葉遺骸の群集（以下「leaf-bed」と呼称）は
極近傍の植生情報を保存するとされる．このような植生情報の偏
在や形成プロセスの理解は，今後の古植生復元に有用だろう．本
研究では，河川に現在形成されている leaf-bedを対象に，周辺の
植生を直接比較することで，記録された植生情報を読み解く． 
この研究では，岡山県岡山市北区北方付近の旭川河川洲のシュ
ートチャネルに保存された leaf-bedと周辺植生を対象とした．こ
の研究では，集積した葉遺骸を採取・同定し（8月 208枚，12月
400枚），周辺に自生する樹木種（約 120本）と比較した．8月調
査において，Salix ubfragilis の葉が最も多く認められた（177
枚）．本種は，調査地域周辺に最も多く自生する（32本）．この他，
S. chaenomeloides（20 枚），Juglans ailantifolia（5 枚），
Cinnamomum camphora（3枚），S. schwerinii（2枚）も含まれる
が，植生内での確認数はより限定的である（1本～18本）．12月調
査では，8月調査と同様に S. subfragilisが最も多く観察された
（236 枚）．一方で，8 月調査とは異なり，Celtis sinensis と
Triadica sediferaの葉が，それぞれ 107枚，35枚認められた．

これらは調査範囲に自生する樹木の中で，S. subfragilisの次に
多数認められている（両者とも 28本）．この他，S. chaenomeloides
（12枚），Aphananthe aspera（8枚），Cinnamomum camphora（1枚），
J. ailantifolia（1枚）などの葉を認めたが,自生する樹木数はよ
り限定的である（2本～18本）．なお，leaf-bedに含まれる葉は，
採取地点の近傍またはシュートチャネルの縁に分布する樹木種か
ら構成されている． 
本研究において，8 月及び 12 月に最も多く観察された S. 

subfragilis は，他の樹木に比べ，leaf-bed のより近傍，かつシ
ュートチャネル縁辺に自生することから，他に比して極端に多く
保存されたと考えられる．ただし，T. sediferaは C. sinensisよ
りも leaf-bed近傍に分布するにも関わらず，T. sediferaの葉は
C. sinensisの葉に比べ半数以下であった．すなわち，leaf-bedの
記録する植生情報は，樹木との距離のみに影響されないことを示
唆する．これは，葉の腐食に対する強度，樹木一本当たりの葉の枚
数，季節性の落葉など，その他の要因を考慮すべきであることを
示すだろう． 
 
1The accumulation of leaf remains and plant taphonomy in 
recent river. 2Rai Hiramatsu, 3Okihito Yano, 4Mototaka 
Saneyoshi(Okayama Univ. Sci.). 
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下部中新統一志層群産の深海魚類耳石化石 1 

土屋祐貴（名大・環境）2・大江文雄（奈文研・客員）3・ 

氏原温（名大・環境）4 

 

 硬骨魚類は左右の内耳に耳石と呼ばれる組織を有している．耳石

は分類群によって特有の形状をしており，それらの化石は過去の硬

骨魚類相を復元する上で有用である．深海成層産の耳石化石に関す

る研究は主に欧州で進められており，日本を含む北西太平洋海域で

はそれらを対象とした研究例は少ない．特に，日本の深海成下部中

新統産の耳石化石を網羅的に報告した研究例はほとんどないことか

ら，本研究では三重県中部に分布する下部中新統一志層群を対象に

耳石化石を採取し，調査地域の耳石化石群の全体像を明らかにした．  

 研究対象は三重県津市西部に分布する一志層群大井層中部，上部

と片田層（茶屋部層，薬王寺部層）である．軟体動物化石の研究か

ら，耳石化石を採取した層準は漸深海帯で形成されたと考えられる． 

 合計13層準から11科15属29種が同定された．科レベルでの内

訳は，ヨコエソ科，ムネエソ科，ギンハダカ科，エソ科，ハダカイ

ワシ科，タラ科，サイウオ科，ソコダラ科，フサアンコウ科，カブ

トウオ科およびにハゼ科である． 

一志層群では，層準全体を通して中層遊泳性のハダカイワシ科

Diaphus 属が卓越する．また，片田層からはハダカイワシ科の

Myctophum 属，中層遊泳性のギンハダカ科 Vinciguerria 属なども

多く認められる． Diaphus 属，Vinciguerria 属は，欧州の深海成

下部中新統からも一般に産出が認められており，この点で両地域の

耳石化石群集は共通している．一方，Myctophum 属は同時代の欧州

の地層からはほとんど産出が認められておらず，一志層群の耳石化

石群集はMyctophum 属の多産によって特徴付けられるといえる． 

ハダカイワシ科は現在の北西太平洋中層域の主要な構成要素であ

り，本科が卓越するという点で中新世前期と現在の本邦太平洋沖の

魚類相は一致している．一方，ハダカイワシ科と並んで現在の中層

域で優勢なヨコエソ科 Cyclothone 属は，一志層群からは一標本が

得られたのみである．このことが当時の中層域では Cyclothone 属
の個体数が実際に少なかったことを示しているのか，化石記録の不

完全性に起因しているのかは現時点では明らかでない．  

———————————————————————————— 
1Deep-sea fish otoliths from the lower Miocene Ichishi Group 
2Yuki Tsuchiya (Nagoya Univ.), 3Fumio Ohe (Nabunken, Guest R. 

), 4Atsushi Ujihara (Nagoya Univ.) 
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長崎県壱岐産の体高の低い中新世コイ科魚類1 

籔本美孝（北九州自然史博）2 

 

長崎県壱岐市長者原崎の中新統からは，植物化石や昆虫化石とと

もに多くの淡水魚類化石が産出している．これまでにコイ科の

Iquius nipponicus Jordan, 1919 と Ikiculter chojabaruensis 
Yabumoto, 2010，ギギ科のイキムカシギギ（Pseudobagrus ikiensis 
Watanabe and Uyeno, 1999），ケツギョ科のイキムカシオヤニラミ

(Coreoperca maruoi Yabumoto and Uyeno, 2009)とイキムカシケツ

ギョ(Siniperca ikikoku Yabumoto, 2020)の 5種が記載されている

が，これらの他にコイ科6〜7種，ハゼ科2種，トゲウナギ科1種の

産出が確認されている. 

これらのうち背鰭に太くて長い棘状鰭条をもつコイ科魚類は体高

と臀鰭鰭条数（臀鰭近担鰭骨数）の違いから少なくとも4種に分け

られる．体高の高い種は臀鰭近担鰭骨数が 13 と少ない I. 
nipponicusとそれより多い種に，体高の低い種は臀鰭近担鰭骨数が

14 と少ない I.chojabaruensis とそれより多い種に分けられる．今

回北九州市立自然史・歴史博物館所蔵の体高の低い標本について分

類学的検討を行ったので報告する． 

背鰭近担鰭骨数は全ての標本で8であった．臀鰭近担鰭骨数は15

から17で， 16と17はそれぞれ1個体であった．腹椎骨数は21，

尾椎骨数は19と20で， 19は１個体であった． 

ほぼ全身が保存されている標本の中で1標本は臀鰭近担鰭骨数が

15であるが，I. chojabaruensisと考えられる.もう一つの標本は尾

椎骨数が19であること，背鰭第2鰭条が第3鰭条の半分より短いこ

と，臀鰭近担鰭骨数が16であること, 尾鰭の最も背側の主鰭条が分

岐しないことなどでI. chojabaruensisとの間に違いが認められた．

中国の中新世から更新世にかけて幾つかのコイ科魚類が記載されて

いるが，この標本は背鰭に太くて長い棘状鰭条があること，臀鰭近

担鰭骨数が16であること，脊椎骨数が40（腹椎骨数21＋尾椎骨数

19）であることで中国の化石コイ科魚類とは異なる． 

 今回検討したほとんどの標本は臀鰭近担鰭骨数が15で，腹椎骨数

は20であったが，臀鰭近担鰭骨と血管棘の関係に違いが認められた． 

 

———————————————————————————— 
1Miocene slender cyprinid fishes from Iki, Nagasaki Prefecture, 

Japan. 
2Yoshitaka Yabumoto (Kitakyushu Mus. Nat. Hist. Hum. Hist.) 
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手取層群北谷層から産出した新しいトカゲ類化石 1 

針谷一樹（福井県大・生物資源）2 

柴田正輝（福井県大・恐竜研，福井県恐竜博）3 

 

 福井県勝山市に分布する下部白亜系北谷層からは,これまで恐竜

類やワニ類など多くの脊椎動物化石が報告されている．しかし，小

型の爬虫類化石は発見されていなかった．今回，福井県立恐竜博物

館が行っている恐竜化石調査においてトカゲ類化石を初めて発見し

たのでここに報告する． 

発見した化石は，長さ約 2.6cmの左歯骨である．背腹方向にやや

高さがあり，歯骨前方部に９本の鋭い歯が保存されている．舌側面

は，物理的なクリーニングを施さず、CTスキャン後，３Dデータと

して復元した．その結果，トカゲ類に特徴的な側生歯性の状態が観

察され,2本が欠損しており，9本あったこともわかった．また，歯

の形状は，唇舌方向に若干扁平で先端は鋭い． 

 このような特徴は，前期白亜紀の中国（青山層群）や篠山層群で

発見されている Pachygenys属(Gao and Chen, 1989, Ikeda et al., 

2015)やモンゴルから知られている Carnoskincus 属（Alifanov, 

2016) に類似する．特に、Carnoskincusは、背腹方向の高さや歯骨

前方部に歯が集中している点を共通の特徴として有する． 

中生代トカゲ類は，化石記録が限定的であるため系統関係や分類な

ど不明な点が多い．本邦においては，手取層群桑島層や篠山層群大

山下層など，下部白亜系から新種が産出しているが，分類学的位置

については詳細が不明な種が多い．今回報告する北谷層のトカゲ類

化石は，同様に一部しか発見されていないが，これら既存種とは異

なり、歯間が広いというユニークな形質を示す．このような形状の

歯骨に、比較的頑丈で鋭い歯を持つことは，現生種では積極的に狩

りを行う種で多く見られることから,生態や種の解明に役立つ. 

———————————————————————————— 
1A new “lizard” fossil from the Lower Cretaceous Kitadani 
Formation in Katsuyama City, Fukui, Japan 
2Harigai, Kazuki (Fukui Pref, Univ.), 3Shibata, Masateru (Inst. 

Dino. Fukui Pref, Univ./Fukui Prf. Dino. Mus.) 
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北海道北西部古丹別地域から産出した翼竜類化石

松本藍（東大・理）・對比地孝亘（科博 東大・理）

小松俊文（熊大・理）・高橋修（東京学芸大・教）

長谷川浩二（三笠市）

北海道北西部古丹別地域の幌立沢流域において採取した石灰質ノ

ジュールの転石から，翼竜類化石が発見された 本研究では，このノ

ジュールの地質年代の推定と，翼竜類化石の分類学的検討を行った

幌立沢流域には凝灰岩薄層を挟む泥岩層を主体とする上部白亜系

蝦夷層群羽幌川層が分布している．本ノジュールには，アンモナイ

トの が密集しており，

や が共産した．また，このノジュールからは，コニ

アシアン階～下部カンパニアン階を示す二枚貝の

と下部カンパニアン階 ～マーストリヒチアン階を

示す放散虫 が産出した これに基づき，

翼竜類化石を含むノジュールの地質年代は下部カンパニアン階と推

定された．加えて，陸棚斜面相を示す底生有孔虫

も産出した．

翼竜類化石は，単一の第三頸椎であり，椎体に，翼竜類の一部に

特有の を持つ。さらに本標本に存在する特徴と、

先行研究により得られた分岐図上での派生的形質状態の分布を比較

した．その結果，三角形の側面観を呈する神経棘を持つことからク

レード に属すること，更に椎体側面の含気孔が非

常に小さいことから，このクレードの中でも を除い

た分類群に属することが推定された．

日本国内でこれまでに発見されている約 点の翼竜化石はすべ

て白亜系から産出しているが，その多くは に属する

に属する標本が本邦の上部白亜系から産出した

例はこれまでに 例しかないため，本標本は，その 例目となる．

他のアジア地域からは本クレードの化石は未報告であり，本標本は，

の進化や地理的分布を考える上で重要である．

———————————————————————————— 
 

’
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石川県白山市目附谷上流域の下部白亜系手取層群桑島層より 
新たに発見された軟体動物および恐竜足印化石 1 

酒井佑輔（大野市教委）2・中山健太朗（福井恐博）3・築地祐太 
（福井恐博）4・薗田哲平（福井恐博）5・大塚健斗（白山市白峰 

化石調査センター）6 
 
石川県白山市尾添の目附谷上流域は，手取層群桑島層が谷沿いに

連続して露出することで知られているが，動物化石の報告例は極め

て少ない．一方，西側に隣接する白峰地域の同層からは多様な動植

物化石が産出することから（Sano and Yabe, 2017），目附谷上流域に
おいても新たな動物化石産地の発見が期待されてきた．筆者らは，

目附谷上流域の北陸電力取水ダム施設から鳴谷までのルートにおい

て野外調査を行い，新たに軟体動物および恐竜足印化石産地を発見

したので報告する． 
軟体動物化石は，主に鳴谷と目附谷の合流地点より下流右岸の桑

島層の露頭直下の転石から産出し，Unio (?) ogamigoensis，Myrene 
(Mesocorbicula) tetoriensis，”Viviparus” sp.といった汽水～淡水域の環
境が推定される貝類を含む．汽水環境に生息したMy. (Me.) tetoriensis
の産出は，目附谷上流域の桑島層の下位層準において汽水成層が存

在することを示唆する．先行研究では同層の上位層準において淡水

成層の存在が示されていることから，本地域の同層内で上位に向か

って汽水環境から淡水環境への変化が記録されていると考えられる． 
桑島層では 3箇所目となる恐竜足跡化石産地は，松岡ほか（2001）
およびMatsukawa et al.（2005）の恐竜足跡化石産地より約 350 m下
流で発見された．足印化石は 3指性で，足印長は 41.2 cm，足印幅は
33.5 cmである．それぞれの指は相対的に細長く，指の先端は鋭く尖
っている．これらの特徴から，印跡動物は獣脚類であり，既知の桑

島層産獣脚類の足印化石では最大である．これは足印長が 25 cm以
上であること，指間角が狭いこと，中足指関節球が認められないこ

とから，ユーブロンテス科に属すると考えられる． 
———————————————————————————— 
1 Newly discovered molluscan and dinosaur track fossils from the 
Lower Cretaceous Kuwajima Formation of the Tetori Group in 
the upper reach of Mekkodani Valley, Hakusan City, Ishikawa, 
central Japan 
2 Sakai, Y. (Ono City Board of Education), 3 Nakayama, K. (Fukui 
Pref. Dinosaur Mus.), 4 Tsukiji, Y. (FPDM), 5 Sonoda, T. (FPDM), 
6 Otsuka, K. (Shiramine Inst. Paleont., Hakusan City) 
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上部白亜系久慈層群玉川層産ヒボドゥス科の古生物地理と古生態 1 

宮田真也（城西大 化石ギャラリー）2・平山 廉（早大・国際教養）
3・大倉 正敏（江南市）・滝沢 利夫・新田 久男（久慈琥珀博物館）. 

    

岩手県久慈市大沢田川流域に分布する上部白亜系久慈層群玉川層

からはカメ類，恐竜類，板鰓類などの脊椎動物化石が多産し，これ

らは，東アジア縁辺部の脊椎動物相を理解するうえで重要な化石群

である．近年，大沢田川流域の玉川層からヒボドゥス科の歯や遊離

棘の化石が産出することが明らかとなり，筆者らは 2020年度日本魚

類学会年会で産出報告を行った．本研究ではさらに後期白亜紀のヒ

ボドゥス科の網羅的な化石記録のデータを加え，古生物地理・古生

態などについて議論する．玉川層は，河川－河口または一部浅海域

の堆積環境が考えられている．年代はコニアシアン－サントニアン

期と推定されていたが，近年，化石産地に分布する凝灰岩の放射年

代測定によってチューロニアン期を示す年代値が得られている．産

出したヒボドゥス科の歯化石は， Meristodonoides 属と
Planohybodus属に所属し，また，背鰭棘は属種未定であるものの歯
化石に関連するものと考えられる． 

後期白亜紀のヒボドゥス科の化石産地の記録を精査すると，約 40

か所認められ，北半球に集中することが明らかとなった．この理由

の 1つとして，後期白亜紀以降，北半球と南半球をつなぐ浅海域が

限定的となり，本科の分散経路が制限されたことによるものと考え

られる． 

一方，本科を産する地層の多くが沿岸の浅海－汽水域の堆積環境

であると推定されており，玉川層も河川－河口または一部浅海域の

堆積環境であると考えられているためおおむね矛盾しない．また，

ヒボドゥス科の Planohybodus 属はジュラ紀から後期白亜紀にかけ
て産出が知られており，後期白亜紀の化石記録はニューメキシコの

サントニアン期からのみであった．チューロニアン期の玉川層から

の産出は後期白亜紀の 2例目の記録であり，本属の産出レンジと分
布範囲の空白を埋めるものと考えられる． 

———————————————————————————— 
1Hybodont shark teeth and spine from the Late Cretaceous Tamagawa 

Formation in the Kuji Group, Northeastern Japan, and its 

paleobiogeology and paleoecology. 
2Shinya Miyata (Josai Univ.), 3Ren Hirayama (Waseda Univ.), 

Masatoshi Okura (Konan City), Toshio Takizawa, Hisao 

Shinden(Kuji Amb.Mus.) 
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ケントリオドン類（鯨目ハクジラ類）の系統と放散パターンの解明 

Guo Zixuan（筑波大院）2・甲能直樹（科博，筑波大院）3 

 

 ケントリオドン類は，前期から後期中新世にかけて世界中から知

られる小型ハクジラ類である．ケントリオドン類の仲間は，現生の

マイルカ上科が適応放散する以前に繁栄した基盤的系統群を含むと

考えられてきたため，現在の多様性に富んだマイルカ類の適応進化

パターンとプロセスを理解するうえで極めて重要である. ケントリ

オドン類はこれまでに 20種以上が記載されているが，北西太平洋沿

岸から記載された種は 3種にとどまっており，この仲間の多様化過

程を知る上で制約となっていた.本研究においては，日本から産出し

た頭蓋を含む保存良好な標本を記載して地理的空白を可能な限り埋

めて，ケントリオドン類の系統進化史と適応放散過程を検討した． 

 ケントリオドン類の系統関係を明らかにするにあたっては，先行

研究から網羅的に形質を集約整理統合して新たなデータセット（103

タクサ 387形質）を構築し，遺伝子に基づく現生種の系統関係を制

約樹に用いて系統解析を行った．解析結果では，ケントリオドン類

は単系統群としてマイルカ上科の姉妹群に位置づけられた.また，ケ

ントリオドン類はマイルカ上科と同レベルの懸隔性を持つことが明

らかとなった.さらに，ケントリオドン類の内群は二つの大きなグル

ープに分かれ，それぞれが科のレベルで認識できることも示唆され

た．そうしたことから，彼らの適応放散のパターンとプロセスを復

元するために，分散分断分布解析ソフト S-DIVAを使用して古生物地

理の復元を試みた．ケントリオドン類の祖先は，前期中新世には北

半球に出現し，内群の二つのグループはそれぞれ北太平洋と北大西

洋の起源を持ち，後に世界的な放散が起こったと考えられた．ケン

トリオドン類は中期～後期中新世にかけて減少し，トートニアンで

絶滅に至り，マイルカ上科への交代が認められた．彼らの衰退を及

ぼした要因として，中期中新世に起こった急激な環境変化とそれに

伴うマイルカ科の多様化が関連している考えられる． 

 

———————————————————————————— 
1A phylogeny and paleobiogeography analysis of Kentriodontids 

(Cetacea: Odontoceti) 
2Zixuan Guo (University of Tsukuba), 3Naoki Kohno (National 

Museum of Nature and Science/University of Tsukuba) 
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Fukuititan nipponensisの四肢骨復元1 

関谷透（福井恐竜博）2・柴田正輝（福井県立大，福井恐竜博）3 

・築地祐太（福井恐竜博）4 

 

 Fukuititan nipponensis (Azuma & Shibata 2010)は手取層群北谷

層（下部白亜系）から産出した竜脚類恐竜で，単一個体に由来すると

考えられる歯，脊椎骨，四肢骨を模式標本として記載・命名された．

特に前後肢骨は比較保存状態が良く，全体的な復元が可能で，サイ

ズ推定に役立つ．今回，近縁種との比較を試みたことで，同定部位の

修正や欠損部位の復元などが可能になり，四肢の骨格復元をおこな

ったのでここに報告する． 

模式標本の状態は，部位により異なる．前肢では，上腕骨は近遠位

端の前面は状態が良いが後面は陥没しており，橈骨は近遠位端がや

や欠損している程度である．また中手骨は第Ⅲのみが発見されてい

るが比較的状態は良い．後肢では，大腿骨は前面が陥没し，近遠位両

端とも大きく欠損している．脛骨は中軸部がほぼ無変形で保存され

ているが，近遠位は発見されていない．腓骨は右のみが発見され，ほ

ぼ完全な状態である．Azuma and Shibata(2010)では趾骨が報告され

ているが，再検討により左第I中足骨であることが新たに判明した．

さらに，2016年には竜脚類の右第Ⅱ中足骨が新たに発見された． 

このような既存の部位の新知見に加え，近縁種である

Phuwiangosaurus sirindhornae（前期白亜紀，タイ）を参考に前後肢

骨の復元を試みた．復元に際し，フォトグラメトリーを用いて３Dデ

ータを作成し，F. nipponensisの上腕骨や大腿骨などから推定され

るサイズに拡大・縮小して組み込んだ．また，新たに発見された右第

Ⅱ中足骨は反転して使用した．その結果，前肢・後肢は足底から最上

部までの高さがそれぞれ約1.8mと2mとなることが判明した． 

さらに， 前足について検討してみると，中手骨の遠位端が平坦な

形状になっていることや北谷層から発見されている竜脚類の前足の

足印化石に指と爪の痕跡が見られないことから，進化した竜脚類（例

えばOpisthocoelicaudiaなど）のように，F. nipponensisは指骨と

末節骨が退縮し，指が無かった可能性が示唆された． 

———————————————————————————— 
1Reconstruction of fore- and hind limbs of Fukuititan 
nipponensis 
2Toru Sekiya (Fukui Pref. Dinosaur Mus.), 3Masateru Shibata 

(Fukui Pref. Univ.; Fukui Pref. Dinosaur Mus.) 4Yuta Tsukiji 

(Fukui Pref. Dinosaur Mus.) 
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Edmontosaurus annectensの頭骨の記載および標徴の考察 1 

陣内香苗（福井県大・生物資源）2・柴田正輝（福井県大・恐竜研；

福井恐竜博）3 

 

 Edmontosaurus(鳥脚亜目)は, 後期白亜紀に北米に生息していた

大型の植物食恐竜であり, 今まで多くの種が記載されてきた. 現在

では, E. regalis と E. annectens の 2 種が有効種とされている 

(Campione and Evans, 2011). 福井県立恐竜博物館所蔵の E. 
annectens(FPDM-V-32)は, 頭骨のサイズから亜成体である可能性が

あるが, 詳細な研究がされていない. そこで本研究は記載を行い, 

形態学的特徴を明らかにするとともに, E. annectensの個体成長に

よる頭骨の形態変化の検討を行なった. 

  本標本は, E. regalis が有する特徴的な形態は見られず, E. 
annectens と共通する特徴が多く確認されたことから, E. 
annectens であると同定できた. CT スキャンの結果, この頭骨は, 

口蓋部の骨を含めてほとんどが実物の骨で構成されていることが明

らかになった. また, 同種では未記載であった翼状骨や底蝶形骨な

どを新たに記載した. これら2つの部位には, E. regalisと異なる

特徴があることが判明した. 

 本標本では, E. annectensの標徴の１つである「頭骨全長に対す

る前鼻孔領域の割合が30%程度」という形質のみ一致しなかった. し

かし, 既存のE. annectensの前鼻孔領域の割合を計測したところ, 

ほとんどの標本が30%以下を示し, さらに頭骨長が1m未満の個体で

はその割合が20%にまで落ち込む. FPDM-V-32でも同様に20%ほどで

あることから, 前鼻孔領域は個体成長によって変化するものであり, 

成体以外の個体には当てはまらない標徴であることが示唆された. 

また, 先行研究により提示されている個体成長で変化する形質は, 

本標本においては成体と類似するものであった. このことから, E. 
annectens の頭骨において, 多くの部位は亜成体までにほぼ成体と

同等の形態になるが, 前鼻孔領域は相対的に成長が遅く, 成体に達

するまで成長を続ける可能性があると考えられる. 

———————————————————————————— 
1Description of the skull of Edmontosaurus annectens and 

consideration of diagnosis 
2Kanae Jinnouchi (Fukui Pref. Univ.), 3Masateru Shibata (Inst. 

Dino. Fukui. Univ., Fukui Pref. Dino. Mus.) 
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と現生リスザル 霊長目 の大臼歯に共通してみられる

形態的特徴

堀 智彦（東京ガス技術研）

は コロンビアに分布する中期中新世の地層から発

見された化石新世界ザルであり リスザルの絶滅種である

の大きな特徴として 下顎大臼歯の遠心舌側に存在す

る があり 発見されているほとんどの個体に

存在する しかし 他の新世界ザルには見られず これまで詳しく

は研究されていない いっぽう 現生リスザルでは他の新世界ザル

同様 を持たないと考えられていたが 標本調査

により を持つ個体を確認した 咬合の際に下顎大臼歯の

と上顎大臼歯の が咬み合うことから

と との間に何らかの関係がある可能

性が高い 本研究では と現生リスザル両者における

とその他の臼歯形態との関係性を比較検討し

リスザル類の進化を考察する まず現生リスザルを観察し

を持つ個体の頻度を調べた そして を持つ現

生リスザル 通常の現生リスザルの つにグループ分けした グ

ループの の高さと上下第 大臼歯のサイズを計測し

の有無との関係性を調べた 現生リスザル全体における

の頻度は に比べると低いものであった 加えて

と を持つリスザルは の高さと 上顎

第 大臼歯 のサイズが近いことがわかった いっぽう を持

たない通常のリスザルでは の高さのバリエーションが広

く 低い をもつ個体が他の グループよりも増加していた

また のサイズは他の グループよりも小さかった

とある程度高い 大きなサイズの は関

係性が強く 現生リスザルにおいてこれらの特徴は原始的といえる

が生息していた時期と現在との間の化石記録が無いこ

とから リスザル類の進化を形態学的に考察することは難しかった

しかし今回の結果から 臼歯形態の多様性が進化過程において上が

っていることが示唆され 今後さらに検討する必要がある

———————————————————————————— 
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角竜類 Psittacosaurusの脳・内耳形態の解析 1 

坂上莉奈（福井県大院・生物資源）2・河部壮一郎（福井県大・恐竜

研）3・鄭文傑・金幸生（浙江自然博物院）4 

 

 脳や内耳といった頭骨内部器官は，嗅覚や聴覚などの知覚と関わ

りが深く，その形態を調べることで動物の知覚や運動機能を明らか

にすることができる．前期白亜紀に栄えた基盤的角竜類である

Psittacosaurusは，外部形態だけでなく，脳や内耳に関する記載も

されてきている．しかし，脳や内耳形態の定量的な解析を行った研

究は少なく，これらの形態に基づいた知覚や運動機能に関する十分

な議論がされてはいない． 

そこで本研究では，2個体の Psittacosaurus lujiatunensis（ZMNH 

M12414，ZMNH M12423）の頭骨化石を CTスキャナで撮影した後，断

層データから脳・内耳エンドキャストの三次元モデルを作成し，形

態記載及び計測を行った．先ず，嗅球最大幅および大脳最大幅を計

測し，大脳に対する嗅球サイズを求め，体重に対する相対嗅球サイ

ズの違いを他の恐竜類と比較した．次に，内耳の蝸牛管長を計測し，

可聴音域を算出した．また，前半規管と後半規管の発達度合いを求

め，現生爬虫類，鳥類，その他恐竜類との比較を行った． 

その結果，Psittacosaurusの相対嗅球サイズは今回比較した恐竜

類の中では最も大きいことが判明し，嗅覚が優れていた可能性が示

された．また，可聴音域は特に他の角竜類と比較すると，より高周

波音を聴くのに適していたことが判明した．さらに，前半規管高お

よび後半規管高は派生的角竜類より大きい傾向にあった．三半規管

は平衡感覚を司ることから，その発達の程度と動物の俊敏性とに相

関があることが知られており，このことから Psittacosaurusは派生

的角竜類よりも俊敏な動きが得意であった可能性が考えられる．ま

た，三半規管と同様に平衡感覚に関与するとされる小脳片葉が，

Psittacosaurusで発達していることがわかった．片葉は他の角竜類

ではほとんど見られないことからも，Psittacosaurusが優れた運動

能力を有していたことが推測される． 

———————————————————————————— 
1Analysis of brain and inner ear morphology in ceratopsid 

dinosaur Psittacosaurus 
2Rina Sakagami, 3Soichiro Kawabe (Fukui Pref. Univ.), 4Wenjie 

Zheng, Xingsheng Jin (Zhejiang Museum of Natural History) 
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獣脚類恐竜Tarbosaurusの歯に見られるマイクロウェアと微細内部

構造の検討1 

杉本征弥（岡山市立芳田中学校）2・實吉玄貴3・千葉謙太郎 

（岡山理大・生地）4・Kirstin S. Brink（マニトバ大学）5・Buuvei 

Mainbayar6・Khishigjav Tsogtbaatar（蒙・古生物学研）7  

 

ティラノサウルス類は史上最大級の陸生肉食動物であり，その肉
食適応に関する研究は数多くなされてきた．例えば，ティラノサウ

ルス類の歯には鋸歯構造が発達するが，鋸歯基部の間には，
interdental foldと呼ばれる構造があり，応力を逃がすための適応

と考えられている．この構造が応力に応答するための構造であれば，
歯列内での位置や個体成長に伴って構造が変化する可能性があるが，

この検討は未だ行われていない．そこで本研究では，interdental 
foldの種内・個体内変異の検討を行うとともに，応力の指標として，

マイクロウェアの観察も行った． 
本研究には，モンゴル国ゴビ砂漠に分布する上部白亜系 Nemegt

層から採集されたティラノサウルス科Tarbosaurusの歯化石で4点
を用いた．うち2標本は同一の亜成体個体に由来する前上顎歯と縁

辺歯，1 標本は成体個体の縁辺歯，もう 1 標本は別の成体個体の未

萠出下顎歯である．各標本のマイクロウェア観察を電子顕微鏡によ
って行い，その後，薄片試料を作製し，光学顕微鏡で観察を行った． 

観察の結果，マイクロウェアは前上顎歯にはほとんど見られず、
成体で顕著に増加することが明らかとなった．これは，前上顎歯は

縁辺歯に比べ食物との接触が少なく，成長に伴って歯にかかる応力
が増加するという先行研究の仮説と整合的である．また，薄片観察

の結果，全ての標本でinterdental foldが確認されたため，この構
造の有無は，応力の大小に応答していたわけではないと考えられる．

先行研究では，interdental foldは歯が機能し始める前の発生段階
に形成されると考えており，今回の結果はこの仮説と整合的である．

しかし，今回の結果はinterdental foldが高い応力に対する適応で
あるとの仮説を必ずしも否定するものではないため，この仮説の検

証には，今後応力解析などの検討を行う必要がある． 

———————————————————————————— 
1Internal microstructures and microwears of Tarbosaurus 
teeth.2Masaya Sugimoto (Okayama City Yoshida J.H.S.), 3Mototaka 

Saneyoshi, 4Kentaro Chiba (Okayama Univ. of Science), 5Kirstin 

S. Brink (Manitoba Univ.), 6Buuvei Mainbayar, 7Khishigjav 

Tsogtbaatar (Inst. of Paleontol., Mongolia) 
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The avian foot’s joint motion of vertical and planter correlated with its 
function by locomotor pattern —Application to extinct avian and 
dinosaur— 1 
 
Ikuko Tanaka（GSJ/AIST, The University of Manchester, UK ）2,3・  
William Sellers（The University of Manchester, UK）4・Peter L 
Falkingham（Liverpool John Moores University, UK）5 

 

———————————————————————————— 
1 移動様式に基づく機能による鳥足関節運動の二方向性—絶滅鳥類と恐竜

への応用— 
2,3田中郁子 (産総研，マンチェスター大学)，4ウィリアム セラーズ（マン

チェスター大学)，5ピーター ルイス ファルキンハム（リバプールジョン

ムーア大学） 
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大型四足歩行生物の旋回運動に関する力学的考察 1 

伊東和輝 (大阪大・工)2・衣笠哲也 (岡理大・工)3・藤本大樹(岡理

大・生地)4・石垣忍 (岡理大・恐竜学博物館)5・林良太 (岡理大・工)6・

吉田浩治 (岡理大・工)7 

 

 工学分野において１つのテーマは自動車などの対象物がどのよう

に運動するのかを旋回動作も含めて研究することである．一方，生

物がどのように旋回するかという問題に対しての考察は少ない．例

えば，大型の四足歩行生物である竜脚類とアジアゾウの旋回行跡に

見られる内輪差様の現象(軌道差)に着目し，自動車の操舵幾何学に

もとづいて提案された四足歩行生物の旋回方法に関する仮説が知ら

れている．この仮説は，竜脚類と長鼻類の重心位置から負荷が小さ

い肢が主に操舵を担うという簡単な力学的説明も与えているが，こ

れは四足歩行生物の旋回動作がもつ力学的意味を説明するものでは

ない．我々はこれまでに本仮説を拡張した四肢操舵仮説に基づいて

竜脚類や長鼻類の旋回行跡を解析し，前後肢の操舵比（前後肢が担

う舵角の比）を推定するとともに，簡単な動力学シミュレーション

によって軌道差が生じることを示してきた．そこで本研究では，新

たに軌道差が見られる旋回行跡について解析するとともに，軌道差

を伴う旋回方法の背景にある力学的意味を考察する． 

 先行研究の包括的な再調査から新たに見出された複数の竜脚類の

旋回行跡と新たに採取したアジアゾウの行跡を解析し，四肢操舵仮

説に基づいて操舵比を推定した．この結果に加え，従来モデルより

大型四足歩行生物の歩行動作に近い四肢の運びを再現した動力学モ

デルを用いて旋回動作を再現したところ，内外軌道差は操舵比によ

って決定され，前肢の操舵率が後肢より高ければ内軌道差，逆の場

合は外軌道差となることが明らかとなった．また，四肢操舵を行っ

た場合，前後肢の操舵比を前後肢が支える荷重比の逆比とするとき

慣性モーメントが最小になることが示され，旋回の数値シミュレー

ション結果からもその妥当性が支持された．つまり，大型四足歩行

生物は旋回時の慣性モーメントを小さくするために身体の力学的特

徴から操舵比を決め，その結果前後肢が担う操舵の役割がどちらか

の肢に偏る場合に軌道差が生じるものと考えられる． 

———————————————————————————— 
1Mechanics of turning large quadruped animals， 
2Kazuki Ito (Osaka Univ.), 3Tetsuya Kinugasa (Okayama Univ. of 

Science (OUS)) , 4Daiki Hujimoto (OUS), 5Shinobu Ishigaki (OUS), 
6Ryota Hayashi (OUS), 7Koji Yoshida (OUS) 
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ソーシャルネットワークを利用したフォグラメトリーによる 

3Dモデル作成の有用性と問題点1 

上田裕尋（東大・理）2對比地孝亘（国立科学博物館/東大・理）3 

 

 近年，古生物学に限らず数多くの分野で，フォトグラメトリー技

術を用いた3Dモデルの研究利用が急増している.これは対象物を全

周囲から撮影し，その画像を元に撮影位置を算出，さらに三角測量

により3次元立体を作成する技術である．近年，この技術を用いた

ソフトウェアが容易かつ安価で利用可能になり，専門家ならずとも

手軽に 3D モデルの作成が可能となっている．例えば，2019 年，火

災により消失した首里城の正殿等を一般の人々が撮影した写真から，

フォトグラメトリーによってヴァーチャル空間で復元する試みがな

され，成功を収めた.一方でこの試みは，ソーシャルネットワーク

(SNS)に氾濫する数多くの博物館標本写真から，現地の博物館に赴か

ずとも3Dモデルを作成できる可能性を示唆するものでもあった. 

 本研究ではこの点を検証するため，2021年国立科学博物館で開催

された特別展「大地のハンター展」に展示されたデイノスクス

Deinosuchusの実物大復元模型を例に，SNSの中でも世界的に利用さ

れている Twitter (Twitter,inc.,CA,USA)に投稿された写真だけを

もとに3Dモデルの作成を行なった．作成された3Dモデルは，体表

の鱗などまで再現され，3D 印刷にも十分に耐え得る出来となった.

算出されたカメラの位置情報から，投稿写真は模型からみて左右の

斜め前方から撮影されたものが多いが，その位置に大きな偏りは見

られなかった．これらの結果から，博物館標本が121度以上周囲か

ら撮影できる環境で展示されており，さらに話題性があるために十

分な枚数の写真がSNSに投稿されている場合，3D印刷に耐え得る3D

モデルが作成可能であることが示された.これは，権利を保護したい

標本に対して展示的工夫が必要であることを示すものである．一方，

投稿写真より算出された撮影位置から来館者の標本の観察位置を推

定できる．これは，SNS とフォグラメトリー技術は，展示における

来館者の導線を考案する上で有益な情報をもたらし得ることも示し

ている．そのため博物館においては，この技術のもたらす問題点と

有用性の両方に関してさらに議論を進める必要がある. 

———————————————————————————— 
1Use and problem of 3D models created by photogrammetry 

techniques using photographs posted on the Social Network. 
2Hirochika Ueda (Univ. of Tokyo), 3Takanobu Tsuihiji (Nat’l. Mus. 

Nat. Sci./Univ. of Tokyo) 
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ネットワーク分析を用いたトカゲ類の頭骨における

形態学的統合とモジュール性の解析

朝倉侑也（福井県大・生物資源）・

河部壮一郎（福井県大・恐竜研）

トカゲ類は現生爬虫類最大のグループである トカゲ類の頭骨の

形態は非常に多様であり その進化を制約 促進している要因を明

らかにすることは トカゲ類の繁栄について考える上で特に重要で

ある 脊椎動物の頭骨の形態形成に関わる機能や発生などの生物学

的プロセスは 頭骨における形態学的統合およびモジュール性とし

て検出できることが知られているが それらの検出の手法として新

たに解剖学的ネットワーク分析が利用され始めている 従来の頭骨

のモジュール性の解析は形状とサイズに重点を置いた手法であった

それに対しネットワーク分析は 同一の機能における頭蓋骨同士の

連動や同一発生経路の頭蓋骨間での共有などに焦点を当てた議論が

可能な手法である そのため 先行研究とは異なる視点から形態進

化について考えることができる 本研究では ネットワーク分析を

用いて トカゲ類の頭骨における統合およびモジュール性を解析す

ることで その多様で複雑な形態を生み出している要因について理

解することを目的とした

現生トカゲ類 科 種および外群であるムカシトカゲを対象と

し 断層画像および モデルの観察により 骨同士の結合の有

無を判定することで形態を定量化し モジュール性と統合の比較を

行った この結果 トカゲ類全体では眼窩前領域 眼窩後領域 下

顎領域 頭蓋天井領域（一部の分類群）に分かれるモジュールパタ

ーンを広く共有していることがわかった 一方 ムカシトカゲでは

側頭領域が眼窩前領域と同じモジュールにまとめられ トカゲ類と

は大きく異なるパターンを示した また 統合を示すネットワーク

パラメータは トカゲ類ではムカシトカゲと比較して高い値を示し

た これらのことから トカゲ類全般において 形態の基本的な形

成機構を変化させることなく モジュール内における形成機構の変

化と頭骨全体の統合化によって 多様な形態の頭骨が進化したと考

えられる

———————————————————————————— 
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白亜系蝦夷層群から産出する Gaudryceras属の 

殻表面に保存された黒色殻皮の解析 1 

河野秀晴（九州大・理）2・前田晴良（九州大・総博）3 

 

 アンモノイド類の殻の表面には，有機質の殻皮（periostracum）

が保存されていることがある．しかし，殻皮は易分解性であるため，

その化石殻皮には不明な点が多い．そこで本研究では，保存状態の

良い殻皮を持つ白亜系蝦夷層群産の Gaudryceras属に注目し，その
物質としての実体を明らかにすることを目的とした． 
試料は，白亜系蝦夷層群が分布する北海道の羽幌地域と三笠地域

で現地採取した標本および三笠市立博物館より借用した標本を併せ

た 13個体（G. denseplicatum : 3個体，G. tenuiliratum : 10個体），
比較のためにアンモノイド類と形態的に類似する現生オウムガイ 1

個体（Nautilus pompilius）を用いた．これらを対象に，偏光顕微
鏡観察，SEM観察，EDS分析，ラマン分光分析を行った． 
 偏光顕微鏡観察の結果，G. tenuiliratum の殻皮は初期室から少
なくとも 6巻目までの殻表面のへそ部分を薄く被覆していることが

わかった．また，従来の解釈とは異なり，殻皮は 1層構造であるこ

とと，必ずしも螺環の全周を覆ってはいないことがわかった．SEM

観察と EDS 分析の結果，アラゴナイト殻を保存する G. 
denseplicatum の殻皮および現生オウムガイのブラックフィルムは，
膜状の構造であり，高濃度の炭素を含んでいた．さらに，ラマン分

光分析の結果，それらの殻皮およびブラックフィルムからメラニン

色素のスペクトルと類似する有機物のスペクトルが検出されるなど，

有機物で構成される皮膜であることが改めて確認された． 

皮膜の分泌が住房にまで及んだか否かについては，化石保存の制

約から現時点では確証を得られていないが，偏光顕微鏡観察等の結

果，Gaudryceras 属の殻皮は，少なくとも成長に伴って気房のへそ
部分の殻表に連続的に分泌されていたことがわかった．さらに，

Gaudryceras 属の殻皮は，膜自体の構造およびメラニン色素を含有
する点で現生オウムガイのブラックフィルムと類似している．この

ことから，殻皮はブラックフィルムと相同およびメラニン色素を含

む組織である可能性が示唆される． 

———————————————————————————— 
1Analysis of the black periostracum on the surface of Gaudryceras 
shells from the Cretaceous Yezo Group 
2Hideharu Kohno (Kyushu University) 
3Haruyoshi Maeda (The Kyushu University Museum) 
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貝形虫の大顎は何を感知するのか？1 

山田晋之介（国福大・医）2 

 

 甲殻類の大顎における機能形態学は，多くの研究者の解剖学的視

点が歯列の外部形態に向けられる傾向があり，大顎が「何をどのよ

うに知覚しているか？」という感覚神経系の機能について論じた研

究は著しく少なく，運動器としての機能を語るのに重要なピースを

欠く状態にある． 

 本研究では，Cypris 上科貝形虫 Heterocypris incongruens を研

究素材として用い，大顎咀嚼部の神経解剖を電子顕微鏡観察にて行

った．本種の大顎咀嚼部は，強固な切歯と切歯の間に剛毛束が配置

されており，左右の咀嚼部は互いの切歯と剛毛束が接するような形

で咬合する．咀嚼部には24の内部感覚器が分布しており，その数と

配置に左右差は観察されなかった．感覚器は神経細胞と神経膠細胞

を含み，神経膠細胞である鞘生細胞内には有桿体が存在することに

加え，神経細胞外節の軸子と内節の繊毛小根の微細構造から，これ

ら24の感覚器全てが機械受容器としてのみ機能すると考えられる．

また内部感覚器には，2 つの神経細胞を持つもの（heterodynal 

scolopidium）と1つの神経細胞を持つもの（monodynal scolopidium）

が存在しており，前者は切歯の歯根部に接続するのに対し，後者は

切歯の歯牙部や感覚毛に接続していることから，前者が「圧覚」を

感知し，後者が「触覚」を感知していると考えられる． 

 以上の神経解剖の結果は，Cypris上科貝形虫の大顎咀嚼部は左右

の精密な咬合を行うべく，構造の最適化がなされていることを示す．

左右の大顎切歯群が精密に咬み合うことで，Cypris上科貝形虫は他

の二枚殻甲殻類よりも，食物選択において多大なアドバンテージを

得ている．さらに，Cypris上科貝形虫において大顎の精密な咬合は，

開殻時に大顎底節の頂部がフルクラルポイントを押す際の強固な支

点として働く役割も担っている．すなわち，Cypris上科貝形虫にお

ける大顎咀嚼部の精密な咬合システムは，単に食物選択における利

点を得るだけでなく，大顎を用いた開殻システムの獲得に必要不可

欠なものであり，それは発達した切歯群と剛毛束群に伴う，複雑な

感覚神経系によって達成されていることが証明された． 

 

———————————————————————————— 
1What do the ostracod mandibles sense? 
2Shinnosuke Yamada (IUHW, School of medicine) 
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鮮新世〜更新世Cythere 属貝形虫とその意義 1 
小山 嵩斗・神谷 隆宏（金沢大・自然）2・ 

上原 賢治（金沢大・理）3・山田 桂（信州大・総合理工）4・ 
中村 彰男（信州大・理）5 

 
Cythere 属の進化史は浅海貝形虫の中で最もよく理解されている

ものの一つである。中新世に日本の南方海域で誕生し、 その後日本

周辺で多様化・北方進出を果たし、その一部は現在アメリカ西岸や

北西ヨーロッパまで分布を広げている（Tsukagoshi and Ikeya, 1987, 
Tsukagoshi, 1990 など）。一方、背甲の外形や装飾が種間で類似する

ため、 化石標本の正確な種同定には背甲のポア（小孔）の分布の把

握が必要であり、多様化の過程を論じるには研究データの不足が懸

念される。本研究では、鮮新統鍬江層 (3.5 Ma)、更新統大桑層 
(1.2-0.8 Ma) 産Cythere 属標本のポア分布を解析し、これに基づく正

確な種同定を行なった。結果、予想外の新たな絶滅種の多産が日本

海で確認され、多様化の過程に新しい理解が生まれたので報告する。 
鍬江層からは 4 種が産出した。既存種はCythere japonica のみで、 

他の 3 種は未知のポア分布をもつ未記載種 (C. sp. B, C. sp. C, C. sp. 
D) であった。大桑層からは現生種のC. golikovi, C. nishinipponica, C. 

uranipponica に加え、絶滅種C. kamikoaniensis, C. hanaii, 未記載種C. 
sp. A が産出した。この結果、鮮新世から更新世にかけての日本海で

は現在まで生き残った種以外にも絶滅種が多数生息し、活発な

Cythere 属の出現・絶滅イベントが起きていたことが示唆された。 
上記の未記載種 4 種に加え、Tsukagoshi and Ikeya (1987)でポアの分

布が記載された 14 種の計 18 種の Cythere 種に対し、成体のポアの

分布を分岐分類学的に解析し、系統を推定した。結果、Cythere 属
18 種を大きく 5 つのグループに分けることができた。この結果はポ

アの個体発生の分化に基づき 6 つのグループに分けた Tsukagoshi 
(1990）と整合的であり、この系統推定法の有用性が示された。未記

載種3種のうち、C. sp. A, C. sp. BとC. sp. CはC. omotenipponicaに、

C. sp. D はC. uranipponica に近い種であった。 
Cythere 属の多様化の過程で生じた進化イベントの理解には今後

の化石の解析が不可欠であると考えられる。 
———————————————————————————— 
1Ostracode genus Cythere from Plio-Pleistocene and its significance 
2Takato Koyama, Takahiro Kamiya (Kanazawa Univ.), 3Kenji Uehara 
(Kanazawa Univ.), 4Katsura Yamada (Shinshu Univ.), 5Akio Nakamura 
(Shinshu Univ.) 
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沖縄県中城湾の現生浅海性介形虫群 1 
新山颯大・神谷隆宏（金沢大・自）2・田中源吾（熊本大・水循環セ

ンター）3・藤田和彦（琉球大・理）4 
 
 南西諸島における現生浅海性介形虫の研究は，野原・築島（1980）
による沖縄島の礁周辺域の介形虫群の報告に始まる．その後，Tabuki 
& Nohara (1990, 1995) が瀬底島と石西礁近傍の浅海域から介形虫群

を報告した．しかし，非礁性の現生介形虫群についての報告はこれ

まで深海域のものにとどまり（Nohara, 1987 など），内湾浅海域の

介形虫群については不明であった． 
本研究では，1978 年に沖縄県中城湾で採取された 50 の堆積物試

料から 365 種の介形虫を同定した．150 個体以上産出した 48 試料を

対象に，5%の棄却水準を下回る（1 試料あたり 3 個体以上確認され

た）187 種の介形虫を用いて Q モードクラスター解析を行い，4 つ

の生物相（A, B, C, D）を識別した．解析では間隙性種は除外した．

生物相A は湾奥部の泥質の試料で構成され，Pontocythere subjaponica
や，Bicornucythere bisanensis s.l. 等の内湾泥底棲種が卓越した．生物

相B は水深 18 m 以浅の砂質の試料で構成され，Xestoleberis kuroshio, 
Loxoconcha japonica, L. sesokoensis が優占した．生物相C は水深 15 m

～30 m の礁近傍の試料で構成され，Paranesidea 属や Neonesidea 属

が多産した．生物相D は中城湾に広域的に分布（主に湾央～南部湾

奥の試料）し，P. subjaponica, L. japonica, L. sesokoensis が多産した． 
さらに，150 個体以上産出した 48 試料のシャノン・ウィーナー指数

（H’）を算出し，種多様性を求めたところ，H’=2.62～4.24 の値を取

り，そのうち80％以上にあたる39試料が，3.5より高い値となった．

本州の内湾域のH’値はおおよそ 3.5 以下であり，中城湾の介形虫群

は本州に比べ極めて高い種多様性を示すことが判明した． 
西太平洋の熱帯海域は種多様性が高い地域であり（Renema et al., 

2008），沖縄島では温帯域の本州と比較して本来多様性が高いと考

えられる．加えて，介形虫は微小環境の違いにより棲み分けるため，

複雑に入り組んだ礁や礁成堆積物および内湾砂泥底など様々な底質

環境が隣接する中城湾の遺骸群は混在により高い多様性を示すと考

えられる． 
———————————————————————————— 
1Recent shallow marine ostracod assemblage from the Nakagusuku Bay, 
Okinawa Prefecture 
2Sota Niiyama, Takahiro Kamiya (Kanazawa Univ.), 3Gengo Tanaka 
(Kumamoto Univ.), 4Kazuhiko Fujita (Ryukyu Univ.) 
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鮮新統穴内層の貝形虫化石群集の垂直変化 1 

岩谷北斗・河野航平（山口大）2、近藤康生（高知大）3 

池原 実・岩井雅夫（高知大・海洋コア）4 

 

高知県室戸半島に分布する唐の浜層群穴内層は、鮮新世から更新

世にかけての西南日本太平洋沿岸の地史を記録する海成堆積物であ

る。2005年には、穴内層の堆積当時の海洋環境を復元することを目

的として、高知県安田町、唐の浜層群穴内層分布域にてボーリング

コア ANA-1（掘削地点 33°26’ N，133°57’ E）が掘削された。 

ANA-1の中部層から上部層にかけては Iwatani et al. (2016)により

貝形虫化石群集による古環境復元がなされ、鮮新-更新世境界におけ

る寒冷化イベントが古黒潮域の西南日本沿岸にも影響を与えていた

ことが示された。しかしながら、下部層準については十分に検討さ

れていない。ANA-1 の下部層準にあたる中期鮮新世は、中期鮮新世

温暖期(MPWP: Mid-Pliocene Warm Period)と呼ばれる顕著な温暖期

であり、温暖化が懸念される将来の地球環境に対するよいアナログ

として注目されている。本研究の目的は、ANA-1 の下部層準（コア

深度 45－60 m）について貝形虫化石群集の検討を行い、中期鮮新世

を含むさらに年代を遡った穴内層の堆積環境を復元することである。 

結果として、調査層準から少なくとも 56属 96種の保存良好な貝

形虫化石が抽出された。認められた貝形虫化石は、主に現在の西南

日本太平洋側や、対馬海峡周辺、中国沖の陸棚域で一般的に認めら

れる暖流影響下の群集を構成する現生種からなる。 

穴内層の古底層水温の変化を推測するため、現生アナログ法を用

いた。現生アナログ法により復元された底層水温は現在と比べて夏

季・冬季共に冷温であったことが示され、季節性は現在よりも大き

かったことが明らかとなった。また、調査層準中部（コア深度 52 m）

では、貝形虫化石相が相対的浅海群集から深海群集へと大きく変化

したことが明らかとなった。生物相が変化した層準の堆積年代は約

2.95 Ma に相当し、この年代は間氷期イベントのひとつである海洋

酸素同位体ステージ G17にあたる。本研究により、ANA-1の下部層

準でも、上部層準と同様に汎世界的な気候イベントの影響が記録さ

れている可能性が示唆された。 

———————————————————————————— 
1Temporal changes of Pliocene Ostracoda from the Ananai 

Formation, Kochi 
2H. Iwatani, K. Kono (Yamaguchi Univ.), 3Y. Kondo (Kochi Univ.), 
4M. Ikehara, M. Iwai (CMCR, Kochi Univ.) 
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青森湾における現生貝形虫群集と環境の変化 1 

久保健太郎（島根大・自然）2・入月俊明（島根大・総理）3・ 

瀬戸浩二（島根大・エスチュアリー研）4・青島祥多(島根大・自然)5 

 

 青森湾は青森県陸奥湾の南西部に位置する閉鎖的な内湾で，ホタ

テガイの養殖が盛んに行われている．青森湾に生息する小型底生動

物は，海洋気候や津軽暖流の影響のみならず，高度経済成長期以降

の人為的影響を受けてきたと推察される．本研究で対象とした甲殻

亜門貝形虫綱もそのような動物の一つで，その石灰質殻が微化石と

して長期間保存される．Ishizaki(1971)は 1965年における青森湾の貝
形虫の分布を報告した．そこで，本研究の目的は 2019年における青
森湾の貝形虫の分布と環境を明らかにし，その結果と先行研究とを

比較し，底層環境の約 50年間の変化を検討することである. 
2019年 10月 2日に，エクマンバージ式グラブ採泥器により，水
深 5〜35 mの 20地点の海底から表層堆積物が採取され，種々の処理
を経たのち，貝形虫群集解析，粒度分析，CNS元素分析を行った． 
結果として，全試料から 33属 65種の貝形虫が同定された．主な
卓越種は冷温浅海域に生息する Howeina camptocytheroidea や
Yezocythere hayashii であった．その他に，温帯性の湾沖合に優占す

る Krithe japonicaや日本全国の塩分がやや低い閉鎖的内湾奥〜中央
部泥底 に優占する Bicornucythere bisanensis や Spinileberis 
qusdriaculeata も産出した．さらに，沿岸砂底では，Finmarchinella 
uranipponicaやHemicythere orientalisが比較的多く認められた．群集
解析の結果，4 つの貝形虫相に区分され，これらは水深や底質と良
い相関があった．さらに，CNS元素分析の結果から，調査海域の底
層は全体的に酸化的な環境で，底質中の有機物の起源は，陸上高等

植物と海洋プランクトンの混合物であると解釈された．  
以上の研究結果と Ishizaki(1971)による結果を比較したところ，約

50年の間でB. bisanensisやS. quadriaculeataのような塩分が低い内湾
泥底種が減少し，F. uranipponicaやH. orientalisのような浅海沿岸の
砂底種が増加したことが明らかになった．これは，調査範囲の大部

分で底質の粒度が粗くなったことと，それに伴う底質中の有機物の

減少が主な原因であると解釈された． 
———————————————————————————— 
1Temporal changes of Recent ostracod assemblages and environments in 
Aomori Bay, northeastern Japan 
2Kentaro Kubo (Shimane Univ.), 3Toshiaki Irizuki (Shimane Univ.), 4Koji 
Seto (Shimane Univ.), 5Shota Aoshima (Shimane Univ.) 
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完新世の底生有孔虫群集による北西太平洋の 

OMZの変動記録および将来予測に向けた研究 1 

酒井恵祐 2・大串健一 3(神戸大)・芝原暁彦 4(福井県立大) 

 

 溶存酸素極小層(Oxygen Minimum Zone：以下，OMZ)は海洋の中層

深度で酸素が著しく欠乏した層である．現在の北西太平洋のOMZは，

夏季には水深600 m前後まで拡大するが，１年を通して常にOMZが

存在するのは水深約800–1300 mである．近年の地球温暖化に伴う全

球海洋の酸素濃度の低下は，特にOMZで顕著である．OMZの変動は，

海洋生物の生息分布や生態系に影響を及ぼすことが予測されている

ため，OMZ の変動解明は温暖化問題における重要な研究の一つであ

る．本研究では過去の温暖期のOMZ の変動を明らかにし，将来の北

西太平洋におけるOMZ 変動の予測に向けた予察的な研究を行なった． 

底生有孔虫の中には，酸素量に応じて生息する種がいるため，海

底の酸素量を定性的に復元することができる．これまでの底生有孔

虫分析による研究では，約 15,000 年前の急激に温暖化した

Bølling/Ållerød温暖期(B/A期)に，北西太平洋の水深約1 km付近

で OMZ が強化していたことが分かっている．そこで，本研究では，

北海道苫小牧沖の水深777 m から採取された堆積物コアの底生有孔

虫群集の変動を明らかにした．さらに，水深の異なる2つの先行研

究の結果と合わせてOMZの時空間変動の復元を行なった．  

その結果，低酸素下でも生息できる貧酸素種がB/A 期に急激に増

加していた．これは，先行研究よりも浅い，水深777 mまでOMZが

到達し，酸素が著しく欠乏していたと考えられる．しかし，先行研

究に比べて，貧酸素種が産出した期間は短かったため，急激な温暖

化によって一時的にOMZが浅化・強化していたと考えられる．   

本研究の結果からB/A期のOMZは，現在のOMZよりも酸素が著し

く欠乏しており，水深777 m よりも更に浅い水深まで到達していた

と推定される．そのため，更に浅い水深での研究が今後の課題であ

り，OMZの上層変動を捉えることを目指す． 

———————————————————————————— 
1 A study of benthic foraminiferal assemblages during the 

Holocene − History and future prediction of OMZ changes in the 

northwestern Pacific 
2 Keisuke Sakai, 3 Ken’ichi Ohkushi (Kobe Univ.),  
4 Akihiko Shibahara (Fukui Prefectural Univ.) 
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ラマン分光法を用いたアンモナイトの色素起源物質の同定1 

石川牧子（ヤマザキ動物看護大・動物看護／東大・院理）2・ 

重田康成（国立科博・地学）3・遠藤一佳（東大・院理）4・ 

鍵裕之（東大・院理）5 

 

 動物の模様の進化史についての理解は、視覚による選択圧や生物

の環境応答を考える上で不可欠である。色彩は化石として保存され

にくいが、新生代の軟体動物の貝殻化石には模様が残されているこ

とが珍しくない。古生代や中生代の化石にも、稀に模様が見られる。

こうした現生種との類縁関係が遠い、または祖先的な絶滅種の殻模

様を追跡できれば、動物の模様の進化史に不可欠な知見を得ること

ができる。  

化石軟体動物であるアンモナイトの貝殻にも色素様物質の沈着が

見られ、そのパターンは様々な模様の存在を示唆している。しかし、

模様は化石化過程での二次的な沈着で、生息時の模様とは無関係で

あるという議論も尽きない。貝殻色素の分子構造を理解し、その存

在を客観的に判別できる分析法の確立は、動物の模様の進化がいか

に始まったかの鍵となる情報を得る上で不可欠である。 

発表者らは、ラマン分光法によって化石軟体動物の色素化合物の

構造解析を行った。中生代三畳紀（約2.5 億年前）のアンモナイト

には、同心円状や放射状など様々な模様の色素様物質の沈着が見ら

れる。本研究により、この色素様物質の部分からのみ、約1350 cm-1

と1600 cm-1をピークとする炭質物のスペクトルが検出された。これ

は現生種で見られる色素の変性で形成されうる構造であり、そのピ

ークの波形からは比較的低い熱変性が示唆される。 

本発表では、現生種の色素の変性実験と合わせて、化石における

色素由来物質の客観的かつ確実な識別指標の確立について議論する。 

 

———————————————————————————— 
1Ammonoid shell pigments identified by in situ micro-Raman 
spectroscopy. 
2Makiko Ishikawa (Yamazaki Univ./Univ. Tokyo), 3Yasunari Shigeta 

(Nat. Mus. Nat. Sci.), 4Kazuyoshi Endo (Univ. Tokyo), 5Hiroyuki 

Kagi (Univ. Tokyo). 
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化学合成細菌宿主貝類における硫黄解毒機能の獲得機構 1 

吉村太郎 2・佐々木猛智（東京大・理）3・髙桒祐司（群馬県立自然史博）4 

 

 深海は、高圧・低温・貧栄養を特徴とする極限環境であり、かか

る環境に適応する動物は特殊な進化を遂げてきた。とりわけ、化学

合成細菌を細胞内に共生させている動物は、硫化水素などを海水か

ら体内に取り込み共生菌へと供給するが、過剰な硫化水素や共生菌

の硫黄代謝物をいかに解毒・排出するかが問題となる。本研究は、

共生菌宿主がこのような化学合成生態に対する適応機能をいかに獲

得したかを検証すべく、化学合成群集とよばれる化石を対象に研究

を行った。 
「生きた化石」として知られるキヌタレガイ類やオウナガイ類は

硫黄酸化細菌を鰓に共生させる二枚貝である。演者らは、これまで

上記の貝類について、貝殻の形成時に個体にとって有害である硫黄

を「殻皮」（Periostracum）とよばれる有機膜に分泌（キヌタレガイ
類）、あるいは、炭酸カルシウムの結晶化と同時に沈着（オウナガイ

類）させることによって、解毒排出している機能に焦点を当て、研

究を進めてきた（Yoshimura et al., Submitted）。 
 

群馬県富岡市に分布する新生代中新統富岡層群（特に、原市層・

原田篠層）から産出したキヌタレガイ類・オウナガイ類の化石は、

保存状態が極めて良好であり、貝殻の表面を覆うキチン質（殻皮）

やアラゴナイトの結晶構造が認められる。これらの標本を用いて、

電子顕微鏡を用いた微細構造の観察、元素分析と同位体比測定を実

施した。 
還元的環境に生息する他の動物においても、収斂進化により類似

の硫黄排出機能や構造を獲得している可能性があり、本研究は、化

学合成群集の進化の機構理解に寄与することが期待される。  

———————————————————————————— 
1Acquisition Mechanism of Sulfur Detoxification in the 

Chemosynthetic Molluscan Fossils 
2Taro Yoshimura, 3Takenori Sasaki (The Univ. Tokyo), 4Yuji 

Takakuwa (Gunma Mus. Natural History) 
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カブトガニ類はどのような「痕」を残すのか？1 

海野奏（富大・院・理工）2 

 

 生痕化石は過去の生物の行動を反映しており，古生態の復元に有

用である．カブトガニ類は「生きている化石」として知られ，現生種

と化石種の形態が酷似していることから，現生種の形成する生痕（現

生生痕）と行動の対応関係を特定することにより，生痕化石形成時

の行動を，他の分類群よりも詳細に復元できることが期待できる． 

カブトガニ類の生痕化石としては，体化石との共産から移動痕で

あることが確実な Kouphichniumがあり，第一歩脚～第四歩脚による
Y字状の「歩脚痕」，第五歩脚（推進脚）による掌状の「推進脚痕」，

尾剣による線状の「尾剣痕」，殻前体後方の突起によって形成される，

線状の「後角痕」の 4パーツにより構成されるとされる． この他に

も，休息痕とされる Crecsentichnusや Limulicubichnusなどが存在
するが，この解釈は生痕化石の全体形状と，カブトガニ類の形態と

の表面的な類似性に基づいており，体の各部位と生痕化石の各パー

ツとの対応関係はきちんと議論されていなかった．本研究では，カ

ブトガニ類が形成する生痕の全体像を認識し，行動復元につなげる

ため，現生カブトガニの運動解析と現生生痕の型取り実験に基づき，

カブトガニ類が残しうる生痕の全パーツの認識を試みた． 

 カブトガニ類の形態に基づき，体の各部位が生痕を形成し得るか

どうかを検討した結果，従来，移動痕中に認識されていた 4 パーツ

に加えて，鰓脚痕，鋏角痕，前体背側の突起による生痕などの 9 パ

ーツを新たに追加することができた．次に，これら 13パーツが実際

に生痕として形成されるかを，現生生痕の型取り実験で検証したと

ころ，12パーツの生痕を確認することができた． さらに，カブトガ

ニ類のものとされる生痕化石を精査した結果，従来認識されていな

い部位を含め，11パーツの生痕が記録されていることがわかった． 

カブトガニ類の生痕化石は，複数のパーツによって構成され，多様

な形態を取る．しかし，形成者の行動によって体の各部位が残す生

痕の形態や位置関係が異なるため，生痕化石をパーツに区分して認

識することにより，カブトガニ類の生痕化石をより客観的にとらえ，

さらには生痕化石に基づく行動復元が具体的に可能になるものと期

待される．  

———————————————————————————— 
1The recognition of limulid traces based on the anatomy of the 

recent horseshoe crab. 
2Kanata Umino (Univ. Toyama) 
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水中ドローンによる水深200ｍでの現生生痕その場観察の試み 1 

佐野晋一（富山大・都市デ）2・海野 奏（富山大院・理工）3・牧村

祐樹（富山大・理）4・立石 良・伊藤綾花・丸山湧己・望月ちほ（富

山大・都市デ）2・橋本勇一・布施悠汰（ユウ・アクアライフ）5 

 

生痕化石研究において，現生生物の生息場で，生痕の形成過程を

観察する意義は大きい．しかし，海洋底生生物の場合，ダイビング

可能な水深を超えると，観察手段は水中カメラや潜水調査船での調

査などに限られ，容易に観察できるとは言いがたい．近年，水深300m

まで潜航可能な水中ドローンが開発・市販されるようになり，従来

は困難であった，200m程度の水深での調査を比較的手軽に実施でき

る環境が整いつつある．今回，海底地形・地質調査を目的に，水中

ドローンを用いた調査を行った際に，海底における底生生物の行動

および生痕を観察する機会を得た．水中ドローン調査は，深海域に

おける現生生痕研究にとって有用な手法と考えられるため，生物観

察結果の概要，および調査の問題点などについて予察的に報告する． 

 2021年3月に，富山湾の常願寺川河口の沖合約１〜２kmの，常願

寺川の延長となる海底谷付近（水深約 150〜250m）において，水中

ドローン（fulldepth社製 DiveUnit 300）を用いた２回の潜航調査

を行った．調査では，水中ドローンを海底面まで降下させ，船上に

おいてリアルタイム映像を確認しながら動かし，周辺の海底の様子

を観察するとともに，4K映像（ドローン付属GoPro HERO7 Blackを

使用）を撮影した．堆積物は一般に泥質で，不正形ウニ類やクモヒ

トデ類の密集部，底生生物が見られない場所など，底生生物分布に

は局所性が認められる．生痕としては， 大小の巣穴や巻貝の這い跡，

不正形ウニ類の這い跡，およびそれに伴う海底面の凹凸，クモヒト

デ類の歩行およびその生痕，カレイ類の移動痕？などが観察された． 

陸上調査に比べると，ドローンの厳密な位置を把握できない，海

底の微地形を認識しづらい，カメラの画角や照明の関係で観察時の

視野がかなり限られる，などの問題点がある．一方，漸深海域の堆

積環境を具体的にイメージできるという教育的効果も期待できる． 

——————————————————————————— 
1Smoking guns in the deep sea: in situ observations of animal 
traces at the depth of 200 meters below sea level using a 

commercial remotely operated vehicle (ROV) 
2Shin-ichi Sano, 3Kanata Umino, 4Yuki Makimura, 2Ryo Tateishi, 
2Ayaka Ito, 2Yuki Maruyama, 2Chiho Mochizuki (Univ. Toyama), 

5Yuichi Hashimoto, 5Yuta Fuse (You AquaLife) 
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糞石の時空分布から解明するペルム紀-三畳紀境界後の海洋食物網1 

菊池 優 2・中島 保寿3（都市大）・李 強4・劉 俊 5（合肥工大）	

	

約2.52億年前，ペルム紀-三畳紀境界(P-T境界)にて顕生代史上

最大の大量絶滅が発生した．このとき海生生物種の約80～90%が絶

滅したとする研究や，その後複雑な海洋生態系が再構築されるまで

に500万〜800万年の長い時間を要したとする研究がある．但し近

年北米や中国で得られている前期三畳紀の海洋生物化石群集につい

ての新知見より，遊泳生物相の多様化・大型化は500万年未満の短

期間で起こったとする見方が有力となってきている．	

そこで本研究では，P-T境界後の海洋食物網における遊泳生物の多

様性の変遷を明らかにするため，中国安徽省の下部三畳系Spathian

（Nanlinghu層)，雲南省の中部三畳系Anisian（Guanling層)，貴

州省の中部三畳系Ladinian-上部三畳系Carnian（Falang層)から産

出する糞石の形態及び内容物の解析を行った．これら中国各地の三

畳系海成層はいずれも石灰質頁岩または層状泥質石灰岩からなり，

産出する糞石のサイズの平均値・中央値・分散はいずれも時代が新

しい層ほど大きい傾向にあった．また各層からは魚類や海生爬虫類

の体化石が多く発見されているが，体サイズの最大値はやはり同様

の増加傾向にあったことから，糞石のサイズ分布は捕食者相の多様

性を反映していると考えられる．一方糞石内容物はNanlinghu層で

はほとんど認められず，Guanling層では魚類の鱗や比較的細長い骨，

Falang層では爬虫類に同定される比較的太い骨が主体であったこ

とから，被食者の多様性も増加していると推測された． 
ただしこれら 3 層は，岩相は似通っているが堆積環境は浅海から

大陸斜面まで様々であり，糞石の変化が大量絶滅後の生態系回復過

程を反映しているとは限らない．また捕食動物の体化石記録の少な

い日本の南部北上帯の大陸斜面堆積物である大沢層，中国湖北省の

浅海堆積物Jialingjiang層（いずれもSpathian）の糞化石を予察

的に観察した結果，Nanlinghu層の最大サイズを遥かに超える糞石

や，内容物を豊富に含む糞石が多く含まれていた．このことは，P-T

境界直後の海洋生態系における捕食者相の回復過程は，海域・環境

によって大きく異なっていたことを示唆している．

————————————————————————————	
1Marine	food	webs	after	the	Permian-Triassic	boundary	

reconstructed	from	spaciotemporal	distribution	of	coprolites	
2Yu	Kikuchi	3Yasuhisa	Nakajima	(Tokyo	City	Univ.),	4Qiang	Li,	Jun	

Liu	(Hefei	Univ.	Tech.) 
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石川県能登半島北部の段丘堆積物産筒状珪質コンクリーションからの

マイクロコプロライト の発見とそのタフォノミー

髙畑輝起（富山大院・理工）・赤羽久忠（富山市科学博物館ボランテ

ィア）・佐野晋一（富山大・都市デザイン）

石川県珠洲地域三崎の後期更新世段丘堆積物中には，基盤（中新

統）由来と考えられる，特異な形態をした珪質コンクリーションが産

出する．この中に，横断面の直径２～３ 程度の筒状の珪質コンクリ

ーションが含まれ，生物の棲管由来の可能性が議論されている．筆者

らは，当地域の筒状珪質コンクリーションの形成機構の解明を目的に

研究を進めているが，この過程で，珪化した筒内充填堆積物中に，マ

イクロコプロライト が産することに気づいた．

の発見は日本において２例目であり，また筒状コンクリーシ

ョンの形成過程を考える上で重要であると考えられるため，予察的に

報告する．

属は，ファブレイナ科（ ）に属するマイクロ

コプロライトで，円柱状 直径約１ ，長さ約２ の外形を持ち，内

部に，伸長方向に走り，横断面で三日月状もしくは鉤状を呈する，複

数の溝状構造（ ）が，横断面で左右対象に配置されることで特

徴づけられる．本属は，十脚甲殻類（主にスナモグリ類）の糞化石だ

と考えられており，石炭紀から第四紀の主に石灰岩中に産することが

知られている．日本でも，最近，千葉県の中部更新統柿ノ木台層の冷

湧水炭酸塩岩中の産出が報告された（間嶋ほか， 地質学雑誌）．

属は横断面における溝状構造の数や配置などで区分される

が，珠洲産標本における， 本の三日月状の溝状構造の配列，溝状構

造の凹面と横断面の中心を通る対称軸とがなす角度などから，キュー

バの中新統産標本に基づいて設立された，本属の模式種である

に同定される．本種の産出は，筒状珪質コンクリーショ

ンが生痕化石由来であることを強く指示するとともに，珪化が糞化石

分解前に，かなり急速に進行したことを示唆する点でも注目される．

——————————————————————————————————————————————————————————————
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福島県いわき市の双葉層群玉山層から産するコンボウガキ

Konbostrea konboの産状 1 

猪瀬弘瑛（福島県立博物館）2・久保貴志（徳島県立博物館）3・菜

花智（いわき市石炭・化石館）4・いわき自然史研究会 5 

 

 コンボウガキ Konbostrea konbo (Hayasaka and Hayasaka, 1956)
はサハリンから東北地方にかけての上部白亜系から産する著しく長

く伸びた殻形態を持つカキとして知られている。Chinzei (1986)に

よる北海道の白亜系蝦夷層群三笠層での観察などから、殻頂を下に

した直立の姿勢で生息していたと考えられている。 

 発表者らは福島県いわき市内で行われている工事現場で、担当者

の許可を得て、双葉層群玉山層の調査を行っている。その調査の中

でコンボウガキが多産したことからその産状について紹介する。 

 福島県いわき市から双葉郡楢葉町にかけては、上部白亜系双葉層

群が南北に細長く分布している。本層群は下位から足沢層、笠松層、

玉山層に区分され、さらに足沢層は下位より浅見川部層と大久川部

層に、玉山層は小久川部層と入間沢部層に区分されている。本層群

の全層厚は 200 メートル以上であり、年代はアンモナイトやイノセ

ラムス化石から、コニアシアン前期からサントニアン前期とされて

いる（久保ほか，2002）。 

 調査地点における玉山層は青灰色を呈する塊状の細粒砂岩からな

り、植物化石片を豊富に産する。コンボウガキは厚さ数十 cm程度の

細粒砂岩から、層理面に一定の角度の横たわった姿勢で産出する。

合弁の個体が多い。それぞれの個体はほぼ同じ方向を向いて並び、

密集している。この層準から植物化石片を除いて他の大型化石は発

見できていない。 

 調査地点でのコンボウガキはほぼ同じ方向を向いていることなど

から、自生と判断した。コンボウガキの古生態を検討する上で重要

な地点であると考えられる。 

———————————————————————————— 
1The mode of occurrence of Konbostrea konbo from the Tamayama 
Formation of the Futaba Group in Iwaki City, Fukushima 

Prefecture 
2Hiroaki Inose (Fukushima Museum), 3Takashi Kubo (Tokushima 

Prefectural Museum), 4Satoshi Nabana (Iwaki City Coal and 

Fossil Museum), 5Iwaki Natural History Association 

P30



− 36 −

日本古生物学会 2021 年年会予稿集　一般講演　（ポスター発表）2021 年 7月 3日

赤道太平洋域からの新たなヒップリテス科厚歯二枚貝とその起源 1 

伊藤綾花・佐野晋一 (富山大・都市デザイン)2・伊庭靖弘 (北大・理)3・P. W. 

Skelton (イギリス，オープン大学)4・Y. M. Aguilar (フィリピン鉱山地質

局)5・R. De Ocampo (フィリピン国立博)6・加瀬友喜 (神奈川大・理)7 

 

厚歯二枚貝とは，後期ジュラ紀から白亜紀末にかけて，熱帯・亜

熱帯域を中心に栄えた，著しい不等殻など，特異な形態を持つ二枚

貝である．ヒップリテス科は厚歯二枚貝（ヒップリテス目）を代表

する存在であるが，太平洋域からの同科の産出は，現在のところ，

フィリピン，ルソン島南東部のカラモアン半島の後期白亜紀のもの

に限られている．一般的なヒップリテス科では，右殻の横断面にお

いて，外層の殻内への突出部が 3本（背側から L，P1，P2と呼ぶ）

観察されるのに対し，カラモアン産ヒップリテス科は３本を超える

数の突出部を持つ Multiple-fold hippuritid（以下 MFHと略す）で

あり，従来，地中海東部地域産の Pironaea corrugataとの類似性が
指摘されていた（佐野ほか，2016：古生物学会第 165回例会予稿集）．  

今回，MFH の系統分類についての最近の進展を踏まえ，カラモア

ン産 MFHの分類の再検討を行った．カラモアン産 MFHでは，Lは三

角形，P1と P2は長方形で，Lと P2のなす角度は約 120度である．

地中海地域には Pironaea属４種が知られるが，L, P1, P2の基部や

先端部の形状，長さなどに派生的な特徴が認められ，カラモアン産

MFHとは区別される．一方，カリブ海地域には 6属の MFHが存在す

るが，L, P1, P2 の先端部が膨らむほか，全ての突起部に数珠状の

構造を確認できることなどの点で，カラモアン産 MFHと区別できる．

従って，カラモアン産 MFHは既存の属には当てはまらず，太平洋独

自要素と考えられる新属を提唱する必要があるものと考えられる． 

 さらに，カラモアン産 MFHの起源を議論すべく，３本の突起部の

みを持つ属（Hippurites，Hippuritella，Vaccinites）と，L，P1，

P2の形状， Lと P2のなす角度，歯と Lの位置関係などについて，

予察的に比較した結果，カラモアン産 MFH の特徴は，初期の

Hippurites 属のものに類似することがわかった．他の MFH は

Vaccinites 属に由来するとされており，カラモアン産 MFH は，

Multiple-foldの形質を他の属とは独立獲得した可能性がある．  

———————————————————————————— 
1A new hippuritid rudist from Central Pacific and its origin 
2A. Ito, S. Sano (Univ. Toyama), 3Y. Iba (Hokkaido Univ.), 4P. 

W. Skelton (Open Univ., UK), 5Y. M. Aguilar (M.G.B., Philippines), 
6R. De Ocampo (Nat. Mus. Philippines), 7T. Kase (Kanagawa Univ.) 
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青森県尻屋地域産後期三畳紀メガロドン科二枚貝の分類再検討 1 

大林 瑛（富山大院・理工）2・島口 天（青森県立郷土館）3・ 

杉沢典孝（東京都在住）4・佐野晋一（富山大・都市デザイン）2 

 

 メガロドン類は，異歯亜綱メガロドン目メガロドン上科に属する，

重厚な蝶番部をもち，しばしば大型になる二枚貝である．このうち，

メガロドン科は，後期三畳紀にテチス海域に栄え，ヨーロッパに広

く産するが，北米や極東ロシア，日本からの産出報告もある．しか

し，日本では個体を石灰岩から分離できないため，外形，および分

類に重要な蝶番部の形状の確認が困難で，分類学的検討はあまり進

んでいなかった．さらに，近年のメガロドン科の分類学的研究にお

いては殻が保存された標本のみを対象とする傾向があるが，ヨーロ

ッパでは内形雌型として産する標本がほとんどのため，内形雌型を

含めた分類（特に属レベル）の整理が必要な状況にある． 
 青森県尻屋地域の後期ジュラ紀〜白亜紀最初期の付加体中の異地

性石灰岩に，殻の大きさが約 20 cmの大型種と約 4 cmの小型種のメ
ガロドン科２種が産し、両者とも，合弁個体が密集する，現地性の

産状を示す．日本では珍しく，殻の外形および蝶番部が断面として

観察できるが，従来，属レベルでの同定は行われていなかった． 

 尻屋地域産メガロドン科大型種について，現地および採取標本の

観察に基づいて同定を試みた．本種は大型で，膨らんだ外形や巨大

な蝶番部を持つことなどから Quemocuomegalodon 属に同定される．
Quemocuomegalodon属には中国南西部産の２種があり，本種はより
大型の Q. orientus に類似するが，本種が殻後方に２本の突出部
（carina）を持つ点で異なる．また，ヨーロッパの内形雌型標本を

網羅的に調べたところ，ハンガリー産 Triadomegalodon rátótiとスペ
イン産Conchodon infraliasicus pyrenaeusは，蝶番部のサイズや形状か
らQuemocuomegalodon属に属する可能性があり，しかも殻後方に２
本の carinaを持つ点で注目される．しかし，種レベルの議論には，

ヨーロッパの標本を含めた更なる検討が必要なため，現時点では尻

屋地域産大型種をQuemocuomegalodon sp.と呼ぶにとどめる．今回，
パンサラッサ海におけるQuemocuomegalodon属の存在が明らかとな
り，当時の熱帯生物相の古生物地理復元への貢献が期待される． 

———————————————————————————— 
1Taxonomic study of the megalodontid bivalves from the Shiriya 

area, northern Honshu, Northeast Japan 
2Akira Obayashi (Univ. Toyama), 3Takashi Shimaguchi (Aomori Pref. 

Mus.), 4Noritaka Sugisawa (Tokyo resident), 2Shin-ichi Sano 
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鳥巣層群からのメソヒボリテス科ベレムナイトの発見 

とその古生物地理学的意義 1 

坂井洸太（富山大・理）2・溝渕富弘（佐川地質館）3 

・佐野晋一（富山大・都市デザイン）4 

 

 ベレムナイトは，後期三畳紀に出現し，白亜紀／古第三紀境界ま

で繁栄した，鞘形亜綱ベレムナイト目を構成する，絶滅頭足類の１

グループである. 近年，日本各地のジュラ系～下部白亜系において，
ベレムナイトの分類学的研究が進められるようになり，日本を含む，

北太平洋域の化石記録の，ベレムナイトの進化史や古生物地理を考

える上での重要性が注目されつつある．しかし，ジュラ紀末〜白亜

紀最初期のものについては，南部北上地域からの Hibolithesの産出
報告のほか，手取層群におけるボレアル要素のタクサの産出が生層

序あるいは古生物地理の観点から注目されるものの，西南日本外帯

からの報告はなかった．今回，高知県佐川地域の鳥巣層群谷地層

（Tithonian～Berriasian）中の，礁性石灰岩体の砂質石灰岩部，あ

るいは石灰岩直下の泥岩層から産したベレムナイトの鞘６点を検討

した結果，Hibolithesのほか，本邦初報告となる Pachybelemnopsis
の産出を確認したので予察的に報告する． 

 佐川地域産 Hibolithes（１標本）は，棍棒状の外形を持つ典型的
な Hibolithesとは異なり，亜円筒型の鞘を持ち，後端は細長く，か
つ尖る．鞘前方腹側に１本の短く浅い溝がある．本標本の特徴は，

Mutterlose（1986）により南極半島の下部 Tithonianから記載され

た H. aff. marwicki marwicki のものに一致する．佐川地域産
Pachybelemnopsis（５標本）は，亜円筒形～やや棍棒状の外形で，
横断面で背腹方向に著しく潰れた鞘を持ち，鞘前方腹側に１本の細

い溝が発達する．溝は後方に向かうにつれて浅くなり，鞘推定全長

の 40〜70%程度の長さに達する．これらは，ニュージーランドの中

部〜上部 Tithonianに産する P. aucklandica aucklandicaのものに
類似するが，溝の長さや横断面の形状がやや異なる． 

佐川地域産ベレムナイトの類似種が南太平洋域に分布することは，

当時，北西太平洋域がインドー太平洋地理区に属していたという仮

説を支持し,また南太平洋域との生物相の交流の存在を示唆する． 

———————————————————————————— 
1Discovery of mesohibolitid belemnites from the Torinosu Group, 

Southwest Japan, and its paleobiogeographic implications 
2Kota Sakai (Univ. Toyama), 3Tomihiro Mizobuchi (Sakawa Geology 

Museum and Institute), 4Shin-ichi Sano (Univ. Toyama) 
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太平洋―アジア地域における遠洋域，浅海域， 

陸域のジュラ・白亜系境界の広域対比に向けて 1 

松岡 篤（新潟大・理）2 

 

 ＜はじめに＞ 

ジュラ・白亜系境界（JKB）の国際境界模式層断面とポイント 
(Global Boundary Stratotype Section and Point: GSSP)の策定は，顕生累

代で唯一 GSSP が未決定の系境界であるため，緊急の課題となって

いる．この策定に対して大きな力をもつ国際白亜系層序小委員会

（ISCS）のベリアシアン作業部会（BWG）の活動について紹介する．

関連して，西太平洋における国際深海掘削計画についても触れる． 

＜ジュラ・白亜系境界GSSP 策定の現状＞ 

JKB の GSSP 策定に際し，BWG はその候補として南フランスの

Tré Maroua セクションを 2019 年に提案した．しかしながら，ISCS
の voting member による票決の結果，この提案は支持されなかった．

こうした状況を受けて，2020 年 12 月に新たに BWG が組織される

こととなった．新しい委員長は，ポーランド地質研究所の Jacek 
Grabowski である．20 名の委員のうちアジアからの委員は，松岡と

南京地質古生物研究所の Li Gang である．この作業部会の使命は，

これまでの BWG と同様に，JKB を定義する主要マーカーを定める

ことと，ベリアシアンの GSSP を提案することにある．これまで，

GSSP の関連で検討されてこなかった中南米のセクションを検討項

目に加えるとともに，パンサラサの遠洋域における各種層序をレビ

ューするということも方針に加えられている． 

＜今後の方向性＞ 

これまで，日本のジュラ・白亜系の層序は，テチス海沿いに対比

を繋いでヨーロッパの層序と比較することが多かった．今後は，パ

ンサラサを挟んで対岸の中南米のセクションとの対比が重要性を増

す．西太平洋の遠洋域の堆積層は，生層序，化学層序，古地磁気層

序などの層序対比に関して高い潜在能力をもつ．西太平洋の遠洋域

で得られた層序は，海成層と陸成層とが交互に累重する日本の層序

を介して，アジア大陸の内陸部に分布する非海成層との対比へと展

開しうる．  

———————————————————————————— 
1 Toward a global correlation of the Jurassic–Cretaceous 
boundary among pelagic, neritic and terrestrial sequences in the 

Pacific and Asia 
2Atsushi Matsuoka (Niigata Univ.) 
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ベトナム北東部下部三畳系 Lang Son 累層のスミシアン亜階下部 
から産出する latentifistularian放散虫化石 1 

高橋 修（東京学芸大・教）2・前川 匠（大阪市立自然史博）3・ 
Paulian Dumitrica（Université de Lausanne）4・ 

Phong D. Nguyen（VIGMR）5・小松俊文（熊本大・大学院・先）6 
 

 Albaillellaria, Entactinaria, Latentifistularia などの古生代を特徴づける

属種の多くがペルム紀―三畳紀境界付近で衰退消滅し，その後，中

生代三畳紀に入って放散虫ファウナはその組成を大きく変化させた．

しかし興味深いことに，トルコ北西部，ニュージーランド北部，タイ

南部，中国南部，中部日本など，いくつかの地域の最下部三畳系から

は，多様性は低いものの，これら古生代型放散虫の遺存種が報告さ

れている． 
 今回報告する前期三畳紀の放散虫化石群集は，ベトナム北東部の

Lang Son 累層から見出されたもので，古生代からの遺存種である

Latentifistularia および Entactinaria のみから構成される特異な放散虫

化石群集である．Lang Son 累層は，インデゥアン期〜オレネキアン

期の二枚貝やアンモナイトを含む砕屑岩を主体とし，調査地域の累

層上部の黒色泥岩に挟まれる石灰岩の薄層からは，スミシアン亜期

（前期オレネキアン期）前期を示すコノドントを含む微化石群が産

出する．今回の放散虫化石群集も，このLang Son 累層上部の黒色石

灰岩薄層から得られたもので，これらのうち，Latentifistularia 目

Ruzhencevispongus 属に分類される１種，および同目 Tetragregnon属
の２種について報告する． 
 発表者らは，これまで，調査地域のLang Son 累層の上位に重なる

Bac Thuy 累層のスミシアン亜階上部から古生代型のEntactinaria を主

体とする放散虫化石群集を見いだし，さらに上位のスパシアン亜階

下部からは，Eptingium属などの中生代型放散虫が優勢になることを

報告している．すなわち調査地域においては，古生代型から中生代

型放散虫ファウナへのドラスティックな変化は，スミシアン―スパ

シアン境界で起こったものと考えられる． 
———————————————————————————— 
1Occurrence of relict latentifistularian (Radiolaria) species in the lower 
Smithian unit of the Lower Triassic Lang Son Formation, northeastern 
Vietnam. 
2Osamu Takahashi (Tokyo Gakugei Univ.), 3Maekawa Takumi (Osaka 
Museum of Natural History), 4Paulian Dumitrica (Université de Lausanne), 
5Phong Duc Nguyen (VIGMR), 6Toshifumi Komatsu (Kumamoto Univ.)  
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自然科学者の雇用問題へのあらたな取組み・２1 

荻野慎諧（徳島県勝浦町）2 

 

 発表者は 2015年から自然科学者を地方創生の枠組みによって基

礎自治体に入れ込む計画をたて，実践してきた．今年度より徳島県

勝浦町の参与として，町政への参画や中高の総合授業，自然の資源

を活用した事業の企画立案などを行っている． 

 若手のポスドクを主な対象として，自分のフィールド近くて生活

しながら研究を続けられるフォーマットがおおむね出来上ったこと

から，今回は 2017年の第 166回例会（早稲田大学）における提案の

まとめとして発表を行う． 

潜在的需要は地方部の基礎自治体に数多くあることから，自然科

学系の博士号取得後の雇用の受け皿として，一定程度寄与できるも

のと考えられる．全国の市町村自治体数は現在およそ 1,700で大学

や研究施設を持たない自治体は特に過疎化の進む地方部に多い．こ

のような地域の課題は，自治体ごとに大きく異なっており，都会の

シンクタンクによるコンサルティングではなかなか持続的な課題解

決・成果が得られてこなかった．特に，自然をいかしたまちづくり

に関してのノウハウは大手シンクタンクでも持っていない．自然の

残る地方部では自然科学者のもつ知見や研究技術が，自然の特徴を

活かした地方創生事業を推進する上でたいへん有用であり，このニ

ッチに入り込む余地はいま十分にある． 

 今年度から総務省の「地域プロジェクトマネージャー制度」が始

まり，年額 6,500千円が地方自治体に流れる仕組みができたことも，

小さな自治体で高度人材を雇用する後押しとなる．田舎暮らしで出

費は抑えられるため，フィールドワーク主体の研究であれば報酬か

ら研究費をねん出することも十分可能である．近年のアメリカの理

系博士号取得者の平均年俸は 10万ドルを超え，それを見ると見劣り

はするものの，月間活動日を 16日（週休 3日），副業の許可を得る

などいくつかの条件を付与した事例が勝浦町において達成できたこ

とは，研究者の待遇面での緊縮傾向に一定の歯止めをかけることへ

もつながっていくだろうと考えられる． 

 

———————————————————————————— 
1Proposals of solution to the issues of employment generation 

among natural scientists・2. 
2Shinkai Ogino (Katsuura town, Tokushima Pref.) 
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群馬県に分布する茶屋ヶ松層（中新統）の化石と古環境

高山 蒼悟（群馬県立前橋高等学校）

＜はじめに＞

本研究は，群馬県立自然史博物館に収蔵されている茶屋ヶ松層（中

村ほか ）から産出した化石を同定して，その構成を調べると

共に，確認された化石種ならびに現生近縁種と比較することによっ

て生息域や生息深度、底質を推定して，茶屋ヶ松層の古環境を探る

ことをその目的としている．

＜茶屋ヶ松層の年代＞

中村ほか（ ）は，県北部に分布する赤坂層，合瀬沢層に対比

されるとして中期中新世後半とした．今回検討したところでは，茶

屋ヶ松層産化石の中に塩原型動物群の代表的な貝類が存在すること

から，少なくとも中～後期中新世であることは明らかである．

＜結果＞

清水恵三郎氏（故人）が採取した化石（無脊椎動物，生痕）につ

いて検討した．無脊椎動物は貝類，腕足類，甲殻類が確認され，特

に貝類と腕足類が多い．同定された化石は全て海生種であった．

貝類は塩原型動物群の代表的な種類であるチタニビノスガイやカ

ネハラカガミ，カネハラヒオウギなどが確認され，腕足類はタテス

ジホウズキガイCoptothyris grayi など 種が確認された．この時代の

腕足類の化石は少ないので、これは貴重な記録だといえる．

＜考察＞

同定した化石種について生息深度と底質を調べて比べてみると，

生息域が水深 ～ の岩礁や砂礫底～砂底に生息する種類（例：

チタニビノスガイ）と水深 前後の砂底に生息する種類（例：タ

テスジホウズキガイ）が混在していた．ただし，両者の殻の破損状

態を比べてみると，浅い深度のみに生息する種類と深い深度にも生

息できる種類両方とも，破損殻が多いことがわかった．

以上のことから、茶屋ヶ松層では海底に発生した地殻変動によっ

て，浅い深度（水深 ～ ）の岩礁や砂礫底～砂底に生息してい

た貝を含む堆積物と，深い深度（水深 前後）の砂底に多く生息

していた腕足類を含む堆積物とが，一緒に運ばれ，それらが混ざる

ことで，化石密集層が形成されたと推測できる．

———————————————————————————— 

HP1

淡路島南東部における「 帯」の化石群集

中野裕基・天野勇冴・桑山圭輔・溝口宙 大阪府立泉北高等学校

淡路島の和泉層群は古くから層序学的に研究され、

によって大部分が明らかにされたといえる。しかし地域ごと

の層序対比が完全になされたとはいえず、 年代以降産出化石の

報告例が少なくないにも拘らず、その産出層位が示されている例は

少ない。一方、同時代の化石層序は蝦夷層群を主軸として解明され

ており など 、日本全体の層序対比を

進める上で淡路島における更なる研究が不可欠である。

本研究では淡路島南東部三ツ川地域において地質調査を行った

岩城・前田 の研究と同じ地域 。本地域和泉層群の岩相は最

下部のタービダイト性砂岩および厚い白色砂岩、下部のスランプ性

砂岩泥岩互層、主部の生痕化石（ やサンドパイプ）を

多く含む砂質泥岩で構成され、最上部にかけて粗粒砂岩が挟まれる。

主に砂質泥岩中に、アンモナイト、二枚貝、巻貝、甲殻類などが

観察され、特にアンモナイト や甲殻類

が多産した。また、脊椎動物の骨と考えられる化石が

個体発見された。ノジュールも含めて、合弁の二枚貝が多産したこ

とから、生息状態を保ったまま埋没した個体が多いと考えられる。

に関しては立体螺旋部や住房部のみの破片が圧倒的に

多く、死後、埋没までの間に壊れたものが多いと推測される。

本地域の砂質泥岩を下部と上部に分けると、二枚貝や甲殻類など

は産出量に変化が見られない。一方、異常巻きアンモナイト

、および は下部

にのみ産し、上部からは主に正常巻きアンモナイト

や などが産出した。

は、日本における下部マーストリヒチア

ン階最下部の化石帯を担う重要な種である。これまで本種は北海道

穂別地域と本地域のみで報告されており、本地域上部では本種の産

出が急に途絶え、上部で異なる化石群集に移り変わっていく。この

ことより下部と上部の間に明確な境界が存在し、その境界が

帯の上限に相当する可能性がある。

———————————————————————————— 

HP2

鳥類における叉骨－胸骨間に見られる形態の種間比較１ 

有川慶彦（千葉県立千葉高等学校）２ 

 

 鳥類において，叉骨 furculaは，胸骨，烏口骨と共に胸部骨格
を構成し，翼の上下運動に合わせて変形するという特異な性質
を有する．本研究では，叉骨－胸骨間に見られる形態の種間比
較を行い，その進化的背景を考察することを目的とした． 
 山階鳥類研究所による標本データベースの標本画像，CTスキ
ャン画像を用い，計 27目 72科 283種 428個体の叉骨－胸骨間
の形態を観察した． 
 観察の結果，叉骨－胸骨間の形態は，独立型（叉骨－胸骨
間の繋がりが全くない），関節型（叉骨が胸骨の竜骨突起ない
しは胸骨の内側と関節面を持つ），癒合型（叉骨と胸骨が完全
に一体化し，叉骨－胸骨間の境界がない）の３つの型に大別す
ることができた．独立型は，スズメ目，カモ目，タカ目など 22
目 55科，関節型は，カツオドリ目カツオドリ科，コウノトリ
目，ネッタイチョウ目，ペリカン目サギ科など 9目 10科，癒
合型はペリカン目ペリカン科，ハシビロコウ科，カツオドリ目
グンカンドリ科，ツル目など 4目 5科に認められた． 

 分子系統解析による系統樹（Hakertら 2008）と今回得られた
結果を比較したところ，叉骨－胸骨間の形態は，クレードごと
に傾向が認められた．一方で，同目内の鳥類においても科間で
異なる型が認められたため，体重や運動様式による影響も考え
られた． 
 
 
 
1Morphological variation of the relationships of furcula and sternum 
in birds 
2Yoshihiko Arikawa (Chiba Prefectural Chiba Senior High School) 
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